
5月18日は国際博物館の日。 それを記念して を実施します。「北九州ミュージアムウィーク」5月18日は国際博物館の日。 それを記念して を実施します。「北九州ミュージアムウィーク」

※展示内容などについてのお問合せは、各施設にお願いいたします。
※各施設の所在地などの詳細は中ページをご覧ください。

参加9施設の
見どころポイントです !

炭鉱の労働や生活を
記録した山本作兵衛
最大の炭鉱記録画の
原画や炭鉱の資料を
紹介します。

清張所蔵ガンダ―
ラ仏１７体のほか、平
山郁夫画伯が描い
た挿絵の原画２７枚
などを展示します。

数々の名作が執筆さ
れ、後進が集った書
斎「漱石山房」に注
目し、関連する貴重
資料を展示します。

新発見の高野山田
遺跡。発掘調査で出
土した土器や石器を
展示し、今から２０００
年前の弥生人の生活
に迫ります。

「ム―ミン」シリ―ズの作者ト―べ・ヤンソン
生誕１0０周年を記念した回顧展。油彩、
挿絵原画などを紹介します。

開催中の企画展に加
え、「ミュ―ジアム」に
ちなんだ漫画の特集コ
―ナ―を設置します。
鑑賞するときのスパイ
スにどうぞ！

江戸時代に宿場町として栄えた木屋瀬
の歴史や文化に触れ、当時の暮らしを体
験することが出来ます。

北九州市立いのちのたび博物館
期間中開催：世界文化遺産登録応援展

炭鉱の記録と記憶

「高野山田遺跡」

北九州市立埋蔵文化財センター
期間中開催：埋蔵文化財発掘調査速報展

北九州市漫画ミュージアム

～マーガレット・別冊マーガレット 少女まんがの半世紀～
5/17まで開催：わたしのマーガレット展 

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
期間中開催：常設展 

北九州市立文学館
期間中開催：第19回特別企画展

「没後99年　夏目漱石－漱石山房の日々」

～ムーミンと生きる～

北九州市立美術館 分館
5/23より開催：生誕100周年　トーベ・ヤンソン展

北九州市立松本清張記念館
期間中開催：特別企画展「眩人」

北九州市立美術館 本館
期間中開催：コレクション展

特集 版画芸術への誘い

スタンプラリー台紙はCulCul/かるかるホームページから印刷してもご参加いただけます。
http://www.kicpac.org/culcul/index.html

応募者の個人情報は「北九州ミュージアムウィーク2015」の目的以外には一切使用致しません。
なお当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

● 応募方法 ●
スタンプ台紙を切り取り線に沿って切り取り、官製ハガキにのりで貼りつけ、
住所、氏名、年令、電話番号をご記入のうえ、下記宛てにご応募ください。

● 参加方法 ●
施設ごとに違う数字の
右のスタンプ台紙に押印してご応募ください。

スタンプが設置されています。

〒803-8501　北九州市小倉北区城内1番1号北九州市役所　市民文化スポーツ局文化企画課
　　　　　　　「北九州ミュージアムウィーク2015」係宛て

応募締切 平成 27年6月5日当日消印有効

切り取って、
ご応募ください。

北九州ミュージアムウィーク
についてのお問合せは… 北九州市文化企画課まで TEL093-582-2391

スタンプ台紙

ここに

スタンプを

押してください。

きりとりきりとり

きりとりきりとり

ここに

スタンプを

押してください。

同じ数字の
スタンプ 2 つでの

応募は
無効となります

専用スタンプを2個集めて応募すると、抽選で素敵な賞品が当たります!!

まるごとミュージアム賞
参加施設すべての招待券　ペア5組10名様

ミュージアム特別賞ミュージアム特別賞
童画家・田中 時彦さんに似顔絵を描いてもらえます。　1名様童画家・田中 時彦さんに似顔絵を描いてもらえます。　1名様

漫画ミュージアム賞
企画展招待券とクリアファイル ペア5組10名様
松永文庫賞
海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ）
展示ゾーン入場券 ペア5組10名様

長崎街道木屋瀬宿記念館賞
常設展招待券とオリジナル手ぬぐい 
ペア5組10名様

文学館賞
特別企画招待券 ペア5組10名様

松本清張記念館賞
常設展招待券 ペア5組10名様
埋蔵文化財センター賞
黒崎城出土メダイのレプリカ 5名様

いのちのたび博物館賞
特別展招待券と昆虫シール ペア5組10名様

美術館賞
企画展招待券 ペア10組20名様

1980年代以降、世
界的に大ヒットした
洋画名作のポス
ター、プレスシート、
パンフレット等、約
150点を展示しま
す。

レトロの街の映画・芸能資料館 松永文庫
期間中開催：SF&冒険映画資料展

日本近代文学館提供

当館所蔵の版画作品か
ら、靉嘔、池田満寿夫ら
国内作家に焦点を当て、
その魅力に迫ります。

あいおう

香月 泰男 「ムーミン谷の
　　　夏まつり」挿絵
© Moomin Characters TM

《「動物シリーズ石版画集Ⅰ」象》
1970年　リトグラフ 
北九州市立美術館蔵

（※メダイとは…江戸時代にキリシタンがつけていたペンダント）

これを機会に、新しい発見をしませんか。
キャンペーン情報は下記をご覧ください。
これを機会に、新しい発見をしませんか。
キャンペーン情報は下記をご覧ください。

【実施期間】 平成27年 5 9土 24日 16日間

 山本作兵衛の炭鉱記録画
（坑内の労働）

ス ン ラ ータ プ リ

実施!!実施!!実施!!実施!!

5

2365



宮武きみえ室内楽シリーズVol.22
パリ管&ボストン響の名手たち～感動を再び～
パスカル･モラゲス、若尾圭介、宮武きみえ、松川久美子

19㈫ 19:00
一般 ￥3500

学生(小～大学生) ￥2000 KMFカンマームジーク
093(871)2220【宮武】※対象：小学生以上

※当日各￥500増　※全席自由

坂本眞理ピアノリサイタル
モーツァルト：ピアノソナタ第11番K.331 ほか 20㈬ 18:30 ￥3000 坂本眞理後援会 西部沢井薬品㈱

093(964)1834【田島】※対象：小学生以上　※全席自由

2015響シリーズ第1弾
第83回日本音楽コンクール受賞記念演奏会 in 北九州
駒田敏章、佐藤晴真、�田 南、森田啓佑、石田啓明、田中香織

31㈰ 15:00

一般 ￥2000
U-25 ￥1000

(学生問わず25才以下、要証明)
(公財)北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093(663)6661※対象：小学生以上

※当日各￥500増　※全席自由

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

仙厓と九州の茶陶
仙厓の禅画と九州ゆかりの古唐津、高取の茶陶をあわせて展示。 4/24㈮～6/21㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093(332)0251
※中学生以下無料（保護者同伴)

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

榎木孝明浪漫紀行『やすらぎの水彩画展』
俳優としての活躍に加え、画家としても高い評価を得ている榎木孝明氏の水彩画約70点を展示。 4/25㈯～5/24㈰     一般 ￥500

小中学生 ￥200
ギャラリーそめ吉
093(612)3611

『フォトサークル錦町写真展』 5/27㈬～6/2㈫ 無　料
※27(水)は12:00から、最終日は16:00まで

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
１・
２
階

２
階

演奏：響ホール室内合奏団　“春”“花”をテーマにした音楽をお聴きください。
フラワーコンサート 31㈰ 13:30 一般 ￥500

※要予約
門司港レトロ総合インフォメーション

093(321)4151

門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

15:00

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ 2㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300　小人 ￥150

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司区みなと祭り　カラオケ大会 17㈰ 9:20 ￥600 門司みなと祭協賛会
093(321)2381【藤原】

平成27年度 第45回 北九州市ファミリー劇場
 －角笛シルエット劇場－
「花さかじいさん」「つのぶえのうた」 
かわいい影絵に子どもは夢中！お話を観た後は元気いっぱい歌を歌おう♪

26㈫ 10:30

大人 ￥1100
子ども(3歳～中学生) ￥0900

親子 ￥1700
北九州芸術劇場
093(562)2655

※当日各￥300増 
※2歳以下膝上観覧無料

第31回釣宏歌の祭典
カラオケ発表会 31㈰ 9:20 無　料 カラオケ喫茶　釣宏

093(332)4536

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ゴールデンウィークスペシャルライブ ～GOLD JAZZ～
出演：A-72's　ピアノ：上村貴子　ヴォーカル：Ai　ベース：YUKI 4㈪㈷ 14:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093(321)4151松永文庫企画展映画上映会「高倉健さんを偲んで」

上映作品：冬の華（1978年 東映） 主演：高倉 健　フィルム上映 6㈬（振） 14:00 一般 ￥400

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

２
階

筑前琵琶「平家物語」演奏会 2㈯ 11:00 無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093(331)670013:00

門司港レトロ20周年記念『山本淳一デフォルメ人形展』☆ゆかいな顔顔顔☆
「ニュースステーション」で政治家の２頭身人形で話題となった山本淳一氏のデフォルメ人形展示 3/21㈯㈷～5/6㈬（振）

大人 ￥300
小中学生 ￥100

※展示ゾーン有料入場者は当日に限り無料

ゴールデンウィークスペシャルライブ～GOLD POPS～
出演：ザ・グラシアス、ブーティーズ 3㈰㈷ 12:00 無　料

※雨天時は旧大連航路上屋2階で開催

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

１
階

１
階
多
目
的

ホ
ー
ル

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前
広
場

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（331）3103　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始　　

□℡ □時門司

14

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）6111　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩３分　　なし　

□℡ □時門司

旧門司三井倶楽部 □休
□所　門司区港町7-1　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩１分　　なし　　

□℡ □時門司

障

障

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改装に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始、5/4㈪㈷は開館　

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

月

第24回北九州地区フラフェスティバル 10㈰ 10:30
一般 ￥1500

￥0500子ども（15歳以下） 九州ハワイアン協会
096(359)3738

※一般のみ当日￥200増

第15回北九州民謡民舞音楽祭 16㈯ 11:00 ￥1000 民謡俊潮会
093(592)7386

北九州子ども劇場5月乳幼児部低学年部合同例会
「11ぴきのねこ　どろんこ」（人形劇団クラルテ） 17㈰ 15:00

会　費 北九州子ども劇場
093(884)3834※子ども劇場会員でない方は

お問合せください

平成27年度 第45回 北九州市ファミリー劇場
 －角笛シルエット劇場－
「花さかじいさん」「つのぶえのうた」
かわいい影絵に子どもは夢中！お話を観た後は元気いっぱい歌を歌おう♪

21㈭

10:30

大人 ￥1100
￥0900
￥1700

子ども(3歳～中学生) 
親子

北九州芸術劇場
093(562)265522㈮

23㈯ ※当日各￥300増
※2歳以下膝上観覧無料

DRUM TAO「百花繚乱　日本ドラム絵巻」
30㈯ 17:30 SS席 ￥7200

S席 ￥6200
A席 ￥5200

㈱タオ･エンターテイメント
092(721)201531㈰ 13:00

※対象：6歳以上

※対象：小学生以上

北九州市民劇場5月例会　劇団民藝「海霧」

11㈪ 18:30

会　費 北九州市民劇場
093(541)0075

12㈫～14㈭ 13:30
15㈮ 18:30

16㈯～18㈪ 13:30
19㈫ 12:00

※市民劇場会員でない方は
お問合せください

第53回北九州芸術祭参加　「久女の恋」
橋本 和子・作　井生 定巳･演出

23㈯ 18:30 一般 ￥3000
学生（大学生以下）￥2000

劇団青春座
093(922)4995

24㈰ 13:30 ※当日￥500増　※未就学児親子室あり（要予約･2組･無料）

高校演劇春フェス15 4㈪㈷ 14:00 無　料 福岡県立中間高等学校
093(246)0120【小原】5㈫㈷ 13:00 ※要事前申込

第4回尺八ジョイフル･コンサート 6㈬（振） 13:30 無　料 吉田秦山
090(2969)2989

没後99年　夏目漱石―漱石山房の日々　夏目房之介さん講演会「漱石の孫」
マンガ・コラムニストの夏目房之介さんが祖父・夏目漱石について語る。 9㈯ 13:30～

15:00
無　料 北九州市立文学館

093（571）1505※要事前申込

北九州子ども劇場5月高学年部例会
「ねこはしる」（アートインAshibina） 10㈰

15:00 会　費 北九州子ども劇場
093(884)3834

18:30 ※開場は開演の20分前　※子ども劇場会員でない方はお問合せください

ラ･ニュイ･シャンソン・コンサート 17㈰ 14:30 ￥1000 TAKAKOシャンソン教室「ラ･ニュイ」
090(3669)1139

コミュニケーションセミナーとふれあい広場 14㈭ 13:00 ￥1000 一期一笑会
090(9483)7890【後小路】

上野香織ジャズコンサート　2015 plays Gershwin

なおみ＆ふじおクリニック“歓びの波動”コンサート

20㈬ 19:00 ￥4000 上野香織ジャズコンサート
実行委員会事務局
080(3907)1202※当日￥500増

24㈰ 15:00
￥1000 なおみ＆ふじおクリニック

093(653)4658【中村･藤尾】
※対象：中学生以上（原則）
※チャリティーコンサート「国境なき医師団」
　に全額寄付させていただきます

木下昌子マリンバリサイタル～マリンバで魅せる音色の世界～ 28㈭ 19:00
￥2000一般

小～中学生 ￥1000
未就学児無料 090(2501)3240【木下】

※当日￥500増

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

海峡の風28回展　絵画 6㈬（振）～12㈫ 無　料 海峡の風
093(331)1025

第1回　九彩会作品展　絵画 13㈬～19㈫ 無　料 九彩会
090(9582)1146

ことぶきクラブ作品展　手芸 20㈬～26㈫ 無　料 ことぶきクラブ
093(472)5035

陶芸作品展(足立陶友会)　陶芸 5/27㈬～6/2㈫
※10:00～18:00 無　料 足立陶友会

093(941)2763

音風の会会員　リスト：エステ荘の噴水　ショパン：スケルツォ第2番　ほか 5㈫㈷ 15:30
(予定)

一般 ￥500 音風の会(おんぷのかい)事務局
080(3972)3789※全席自由

※全席自由
第8回KAITOフィルハーモニー管弦楽団演奏会

ompu piano concert“piu”

池田開渡[指揮]　グリンカ：歌劇｢ルスランとルドミュラ｣序曲　ほか 10㈰ 14:00 無　料 KAITOフィルハーモニー管弦楽団
090(5479)2003【川谷】

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2015.May

小倉
北

小倉
北

□所 □℡
□休

□時

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡

北九州芸術劇場

北九州芸術劇場

市民ギャラリー

月



宮武きみえ室内楽シリーズVol.22
パリ管&ボストン響の名手たち～感動を再び～
パスカル･モラゲス、若尾圭介、宮武きみえ、松川久美子

19㈫ 19:00
一般 ￥3500

学生(小～大学生) ￥2000 KMFカンマームジーク
093(871)2220【宮武】※対象：小学生以上

※当日各￥500増　※全席自由

坂本眞理ピアノリサイタル
モーツァルト：ピアノソナタ第11番K.331 ほか 20㈬ 18:30 ￥3000 坂本眞理後援会 西部沢井薬品㈱

093(964)1834【田島】※対象：小学生以上　※全席自由

2015響シリーズ第1弾
第83回日本音楽コンクール受賞記念演奏会 in 北九州
駒田敏章、佐藤晴真、�田 南、森田啓佑、石田啓明、田中香織

31㈰ 15:00

一般 ￥2000
U-25 ￥1000

(学生問わず25才以下、要証明)
(公財)北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093(663)6661※対象：小学生以上

※当日各￥500増　※全席自由

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

仙厓と九州の茶陶
仙厓の禅画と九州ゆかりの古唐津、高取の茶陶をあわせて展示。 4/24㈮～6/21㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093(332)0251
※中学生以下無料（保護者同伴)

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

榎木孝明浪漫紀行『やすらぎの水彩画展』
俳優としての活躍に加え、画家としても高い評価を得ている榎木孝明氏の水彩画約70点を展示。 4/25㈯～5/24㈰     一般 ￥500

小中学生 ￥200
ギャラリーそめ吉
093(612)3611

『フォトサークル錦町写真展』 5/27㈬～6/2㈫ 無　料
※27(水)は12:00から、最終日は16:00まで

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
１・
２
階

２
階

演奏：響ホール室内合奏団　“春”“花”をテーマにした音楽をお聴きください。
フラワーコンサート 31㈰ 13:30 一般 ￥500

※要予約
門司港レトロ総合インフォメーション

093(321)4151

門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

15:00

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ 2㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300　小人 ￥150

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司区みなと祭り　カラオケ大会 17㈰ 9:20 ￥600 門司みなと祭協賛会
093(321)2381【藤原】

平成27年度 第45回 北九州市ファミリー劇場
 －角笛シルエット劇場－
「花さかじいさん」「つのぶえのうた」 
かわいい影絵に子どもは夢中！お話を観た後は元気いっぱい歌を歌おう♪

26㈫ 10:30

大人 ￥1100
子ども(3歳～中学生) ￥0900

親子 ￥1700
北九州芸術劇場
093(562)2655

※当日各￥300増 
※2歳以下膝上観覧無料

第31回釣宏歌の祭典
カラオケ発表会 31㈰ 9:20 無　料 カラオケ喫茶　釣宏

093(332)4536

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ゴールデンウィークスペシャルライブ ～GOLD JAZZ～
出演：A-72's　ピアノ：上村貴子　ヴォーカル：Ai　ベース：YUKI 4㈪㈷ 14:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093(321)4151松永文庫企画展映画上映会「高倉健さんを偲んで」

上映作品：冬の華（1978年 東映） 主演：高倉 健　フィルム上映 6㈬（振） 14:00 一般 ￥400

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

２
階

筑前琵琶「平家物語」演奏会 2㈯ 11:00 無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093(331)670013:00

門司港レトロ20周年記念『山本淳一デフォルメ人形展』☆ゆかいな顔顔顔☆
「ニュースステーション」で政治家の２頭身人形で話題となった山本淳一氏のデフォルメ人形展示 3/21㈯㈷～5/6㈬（振）

大人 ￥300
小中学生 ￥100

※展示ゾーン有料入場者は当日に限り無料

ゴールデンウィークスペシャルライブ～GOLD POPS～
出演：ザ・グラシアス、ブーティーズ 3㈰㈷ 12:00 無　料

※雨天時は旧大連航路上屋2階で開催

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

１
階

１
階
多
目
的

ホ
ー
ル

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前
広
場

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（331）3103　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始　　

□℡ □時門司

14

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）6111　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩３分　　なし　

□℡ □時門司

旧門司三井倶楽部 □休
□所　門司区港町7-1　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩１分　　なし　　

□℡ □時門司

障

障

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改装に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始、5/4㈪㈷は開館　

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

月



ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「ユーナの樹とトモダチ」「おかあさんのやさしい手」 10㈰ 14:00

資料代 ￥500

資料代 ￥500

北九州市立視聴覚センター
093(561)3131

週末映画会　洋画「アラン・ドロンのゾロ」(イタリア・フランス) 16㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

無　料
(先着50名)

週末映画会　邦画「七つの顔」 23㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

クラシック・レコードコンサート
ベートーヴェン作曲　交響曲第6番「田園」ほか 17㈰ 14:00 無　料

(先着50名)

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

期　間 開　演

期　間 時　間

再興第99回　院展
日本美術院の同人作家の新作32点をはじめ、受賞作品、九州出身・在住作家の入選作を展示

葛飾北斎がアート界に与えた影響に演劇で迫る（学芸員による作品解説あり）

4/10㈮～5/6㈬（振） 北九州市立美術館分館
093(562)3215※前売及び20名以上の団体料金

一般￥600 高大生￥400 小中生￥200

北九州芸術劇場×北九州市立美術館分館vol.3
画狂老人＠北斎　

14:00/19:00
14:00/19:00
13:00/16:00
13:00/16:00

11:00/13:00
14:30/16:00

一般　￥1200 北九州芸術劇場
093(562)265516㈯

15㈮
14㈭

17㈰ ※対象：小学生以上 ※当日￥300増

トーベ･ヤンソン展 ～ムーミンと生きる～
生誕100周年

挿絵原画・油彩・写真資料等
5/23㈯～7/5㈰

北九州市立美術館分館
093(562)3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800 高大生￥500 小中生￥400

ムーミンが美術館にやってくる
～ムーミンと一緒に記念撮影をしよう！！～ 23㈯ 無　料

※入口で整理券配布(各回30組限定）

学芸員によるギャラリートーク 31㈰ 14:00 無　料
入館料が必要

イベント 入　場　料 問合せ先

没後99年　夏目漱石―漱石山房の日々
夏目漱石の自筆原稿や書画、愛用の品などを展示する。 5/2㈯～6/21㈰ 北九州市立文学館

093（571）1505開会記念講話「愛を追う漱石」
石田忠彦さん（鹿児島大学名誉教授）による講話。 2㈯ 11:00～

12:00 無　料

イベント 入　場　料 問合せ先

　一般 ￥800　高大生 ￥500
小中生 ￥300

　一般 ￥500　中高生 ￥200
小学生 ￥100

　大人 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥200

　一般 ￥1000 高大生 ￥700
小中生 ￥500

企
画
展
示
室

特別企画展
「『眩人』松本清張と東西文化交流　平山郁夫原画＋ガンダーラ仏」 開催中～5/31㈰

常設展示観覧料に含む 松本清張記念館
093(582)2761

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

岡千秋　絵画展 6㈬（振）～12㈫ 無　料
小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521初夏の掛軸秀作展 13㈬～19㈫ 無　料

～追悼～　秋山巌　木版画展 20㈬～26㈫ 無　料

色絵の美飾　武腰潤展 5/27㈬～6/2㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊・小画廊
093(522)2521

～四季遊々～　高橋晶子　水彩画展 6㈬（振）～12㈫ 無　料
小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521ー現代著名作家によるー　魅惑のガラス絵展 13㈬～19㈫ 無　料

第5回　岡林タカオ　吹きガラス展 20㈬～26㈫ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

小
画
廊

大
画
廊

小
画
廊

文学講座「漱石文学における原風景―『硝子戸の中』二十九章を軸に―」
講師：浅野洋（梅光学院大学特任教授）　会場：ムーブ 大セミナールーム 18㈪ 10:30～

12:30 ※託児サービスあり（要事前申込）
※定員130名（先着順）

※定員130名（先着順）
文学講座「漱石文芸の哲学的基礎―則天去私の文学の道へ―」
講師：望月俊孝（福岡女子大学教授）　会場：ムーブ 大セミナールーム 25㈪ 10:30～

12:30

梅光学院大学 アルス梅光事務局
083（227）1007

※託児サービスあり（要事前申込）

文と美と武　～歴代藩主が遺したもの～
小倉藩を治めた小笠原氏ゆかりの書や武具、調度品など展示。 開催中～5/6㈬（振）

小倉城
093（561）1210

全国名城ポスター展
全国有名城をポスターパンフにてご紹介します。 開催中～5/6㈬（振）

西南女学院短期大学 お菓子の家とシャドーボックス展
西南女学院短期大学の学生による作品展示です。 5/10㈰～6/7㈰

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

　一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

　一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

　一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　年末年始　　有料

　□℡ 　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）　□時小倉
北

北九州市立文学館 　□休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　　不定休□休
□所小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場　□℡ □時小倉

北

障

障

障

障

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

　□℡ 　□時
□休

小倉
北

障

障

障

月

「SF＆冒険映画資料展」 5/8㈮～7/9㈭ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093(321)4151

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ディズニー・ライブ！　ミッキー＆ミニーのスターをさがせ！！ 9㈯ 11:00 S席 ￥5200
A席 ￥3800

キョードー西日本
092（714）015910㈰ 14:00

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：同志社大学大学院大学教授　浜 矩子氏 16㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093(522)5008

森　昌子コンサート 20㈬ 14:00
SS席 ￥5980(税別)
  S席 ￥4980(税別) ㈱夢グループ

0570（200）118
※3歳以上チケットが必要

会場 イベント 期　間 開　演

期　間 時　間

期　間 開　演

入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ANIMAL WONDERLAND
～木から生まれた動物たちの夢の国～
造形作家の田代雄一さんによる、動物たちが織り成す不思議な世界。

4/5㈰～6/15㈪ 無  料
入園料が必要

到津の森公園
093(651)1895

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

わたしのマーガレット展
～マーガレット・別冊マーガレット 少女まんがの半世紀～
少女まんが50年の歴史を、著名作品の原画約400点でたどる展覧会。

3/14㈯～5/17㈰

　一般 ￥800　中高生 ￥400
小学生 ￥200

　一般 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥150

〔常設展セット券〕　一般￥1000
中高生￥500　小学生￥250

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

※小学生未満無料

クッキングパパと九州・福岡の仲間たち
連載30周年を迎えた、うえやまとち先生の「クッキングパパ」の展覧会 5/30㈯～7/5㈰ 〔常設展セット券〕　  一般￥800

中高生￥400　小学生￥200
※小学生未満無料

クッキングパパ30周年記念　うえやまとち先生　サイン会
福岡を漫画に描き続けて30年。ご存知・うえやまとち先生のサイン会です。 30㈯ 13:00～

14:30

無　料
企画展チケットが必要

※要事前申込（定員先着50名）
※詳細は漫画ミュージアムHPをご覧ください。

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

5㈫㈷
10㈰

13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

漫画スクール
プロが使っている道具で漫画を描いてみよう！

13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

イベント 入　場　料 問合せ先

大正・昭和のオシャレ女子 ～夢二・華宵たちが描いた挿絵～
竹久夢二や高畠華宵などが描いた挿絵の原画をはじめ、肉筆画など展示します。 開催中～6/21㈰

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

こども茶会
小倉城庭園で茶道を習っている子供達がお点前を披露するお茶会です。 5㈫㈷ 9:00 ￥500

（薄茶一席・入館料込）

春のＪＡＺＺナイト
ライトアップされた庭園を眺めながら、大名屋敷でジャズを楽しみませんか。 9㈯ 18:00 ￥1500

（呈茶付・入館料込）

講演会「少女雑誌から見えてくるもの」
菊陽町図書館少女雑誌担当、村崎修三氏による講演会です。 17㈰ 13:30

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

会場 イベント 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

和
室
書
院
棟
研
修
室

こどもまつり
新聞紙かぶと作り、イライラ棒に挑戦しよう！紙コップで作るパクパク人形ほか 3㈰㈷

3㈰㈷

4㈪㈷

10:00～
16:00 無　料 こども文化会館

093(592)4152

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
レ
イ

ル
ー
ム

ホ
ー
ル

諏訪まりかピアノ教室発表会 10㈰ 14:00 無　料 諏訪まりかピアノ教室
090(5930)0771

スプリングコンサート
ピアノ発表会 17㈰ 13:00 無　料 Kaneko Music Academy

093(231)1145

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2015.May

松永文庫 □休
□所　門司区西海岸1-3-5（旧大連航路上屋1F）　 093（331）8013　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館） □休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始・毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時小倉
北

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　　 093（512）5077　　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日、ただし5/5㈫㈷は開館

□℡ 　□時

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　 093（651）1895　　 9:00～17:00（3㈰㈷～5㈫㈷は19:00まで）
　「到津の森公園前」徒歩1分

□℡ □時小倉
北

北九州市小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、、第2週は7㈭休館　　20台　

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

障

障

障

障

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

月



ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「ユーナの樹とトモダチ」「おかあさんのやさしい手」 10㈰ 14:00

資料代 ￥500

資料代 ￥500

北九州市立視聴覚センター
093(561)3131

週末映画会　洋画「アラン・ドロンのゾロ」(イタリア・フランス) 16㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

無　料
(先着50名)

週末映画会　邦画「七つの顔」 23㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

クラシック・レコードコンサート
ベートーヴェン作曲　交響曲第6番「田園」ほか 17㈰ 14:00 無　料

(先着50名)

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

期　間 開　演

期　間 時　間

再興第99回　院展
日本美術院の同人作家の新作32点をはじめ、受賞作品、九州出身・在住作家の入選作を展示

葛飾北斎がアート界に与えた影響に演劇で迫る（学芸員による作品解説あり）

4/10㈮～5/6㈬（振） 北九州市立美術館分館
093(562)3215※前売及び20名以上の団体料金

一般￥600 高大生￥400 小中生￥200

北九州芸術劇場×北九州市立美術館分館vol.3
画狂老人＠北斎　

14:00/19:00
14:00/19:00
13:00/16:00
13:00/16:00

11:00/13:00
14:30/16:00

一般　￥1200 北九州芸術劇場
093(562)265516㈯

15㈮
14㈭

17㈰ ※対象：小学生以上 ※当日￥300増

トーベ･ヤンソン展 ～ムーミンと生きる～
生誕100周年

挿絵原画・油彩・写真資料等
5/23㈯～7/5㈰

北九州市立美術館分館
093(562)3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800 高大生￥500 小中生￥400

ムーミンが美術館にやってくる
～ムーミンと一緒に記念撮影をしよう！！～ 23㈯ 無　料

※入口で整理券配布(各回30組限定）

学芸員によるギャラリートーク 31㈰ 14:00 無　料
入館料が必要

イベント 入　場　料 問合せ先

没後99年　夏目漱石―漱石山房の日々
夏目漱石の自筆原稿や書画、愛用の品などを展示する。 5/2㈯～6/21㈰ 北九州市立文学館

093（571）1505開会記念講話「愛を追う漱石」
石田忠彦さん（鹿児島大学名誉教授）による講話。 2㈯ 11:00～

12:00 無　料

イベント 入　場　料 問合せ先

　一般 ￥800　高大生 ￥500
小中生 ￥300

　一般 ￥500　中高生 ￥200
小学生 ￥100

　大人 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥200

　一般 ￥1000 高大生 ￥700
小中生 ￥500

企
画
展
示
室

特別企画展
「『眩人』松本清張と東西文化交流　平山郁夫原画＋ガンダーラ仏」 開催中～5/31㈰

常設展示観覧料に含む 松本清張記念館
093(582)2761

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

岡千秋　絵画展 6㈬（振）～12㈫ 無　料
小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521初夏の掛軸秀作展 13㈬～19㈫ 無　料

～追悼～　秋山巌　木版画展 20㈬～26㈫ 無　料

色絵の美飾　武腰潤展 5/27㈬～6/2㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊・小画廊
093(522)2521

～四季遊々～　高橋晶子　水彩画展 6㈬（振）～12㈫ 無　料
小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521ー現代著名作家によるー　魅惑のガラス絵展 13㈬～19㈫ 無　料

第5回　岡林タカオ　吹きガラス展 20㈬～26㈫ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

小
画
廊

大
画
廊

小
画
廊

文学講座「漱石文学における原風景―『硝子戸の中』二十九章を軸に―」
講師：浅野洋（梅光学院大学特任教授）　会場：ムーブ 大セミナールーム 18㈪ 10:30～

12:30 ※託児サービスあり（要事前申込）
※定員130名（先着順）

※定員130名（先着順）
文学講座「漱石文芸の哲学的基礎―則天去私の文学の道へ―」
講師：望月俊孝（福岡女子大学教授）　会場：ムーブ 大セミナールーム 25㈪ 10:30～

12:30

梅光学院大学 アルス梅光事務局
083（227）1007

※託児サービスあり（要事前申込）

文と美と武　～歴代藩主が遺したもの～
小倉藩を治めた小笠原氏ゆかりの書や武具、調度品など展示。 開催中～5/6㈬（振）

小倉城
093（561）1210

全国名城ポスター展
全国有名城をポスターパンフにてご紹介します。 開催中～5/6㈬（振）

西南女学院短期大学 お菓子の家とシャドーボックス展
西南女学院短期大学の学生による作品展示です。 5/10㈰～6/7㈰

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

　一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

　一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

　一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　年末年始　　有料

　□℡ 　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）　□時小倉
北

北九州市立文学館 　□休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　　不定休□休
□所小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場　□℡ □時小倉

北

障

障

障

障

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

　□℡ 　□時
□休

小倉
北

障

障

障

月



イベント 入　場　料 問合せ先

いのちのたび博物館
093(681)1011

野外観察会「バードウィーク市民探鳥会」
バードウィークにちなんで山野の初夏の野鳥を観察 10㈰ 9:30

保険代等　￥100

※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座「いのちのたび子ども教室（前期）」（全8回）
博物館の特色を生かした体験活動を行い、自然や文化について学習する

5/23㈯～
9/12㈯ 13:30

保険代　￥400

中学生以下無料

※対象：小学4年～中学3年生　※要申込
※おおむね第2、4土曜日に開催

会場 イベント 期　間 時　間

期　間 開　演

入　場　料 問合せ先

第38回わくわくサイエンスキッズ2015
身近な科学やものづくりの楽しさを体験 3㈰㈷ 10:00～

15:00 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

サイエンスショー
「すごいぞ！水や大気の力」 4㈪㈷ 14:30～

15:20 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、春の星空を望遠鏡で観察します。 9㈯ 19:00～

20:30 ※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、4/25㈯電話受付開始

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

大
集
会
場

本
館
他

　大人 ￥100　中高生 ￥070
小学生 ￥050

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

開館38周年記念講演会　講師　山口 香（ソウル五輪メダリスト）
柔道一直線～強くやさしい社会を実現するために～ 23㈯ 13:30 無　料 北九州市立西部勤労婦人センター

（レディスやはた）
093(661)1122※要申込

体
育
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コンフォート・ウインドアンサンブル
さよなら八幡市民会館コンサート 3㈰㈷ 14:00

特別指定席 ￥1500
　自由席一般 ￥0900
　自由席学生 ￥0400

コンフォート・ウインドアンサンブル
090(3410)3799【藤河】

※自由席のみ当日各￥100増

北九州アカデミー少年少女合唱団　第41回定期演奏会 9㈯ 18:30 指定席 ￥1500
自由席 ￥1200

北九州アカデミー少年少女合唱団
070(5488)1535【石井】

平成27年度 第45回 北九州市ファミリー劇場
 －角笛シルエット劇場－
「花さかじいさん」「つのぶえのうた」 
かわいい影絵に子どもは夢中！お話を観た後は元気いっぱい歌を歌おう♪

20㈬ 10:30

大人 ￥1100
子ども(3歳～中学生) ￥0900

親子 ￥1700
北九州芸術劇場
093(562)2655

※当日各￥300増 
※2歳以下膝上観覧無料

玄海愛石会水石展
自然石　約24点

16㈯～
17㈰

10:00～
17:00

無　料 玄海愛石会
093(201)8135【吉田】※17㈰は16:00まで

※一部の催し有料

押し花絵　中村晏子個展
押し花絵　約55点

19㈫～
24㈰

10:00～
16:00 無　料 093(283)1685【中村】

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第14回　木屋瀬芸術祭 2㈯～
4㈪㈷ 10:00 無　料

長崎街道木屋瀬宿記念館
093(619)1149こやのせ座　落語会

林家きく麿師匠による落語会 3㈰㈷ 16:00 一般 ￥500 中学生以下 ￥200
未就学児無料

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

マリノ・コルンブリ　畑田眞夫　二人展 4/28㈫～5/4㈪㈷ 無　料

093(643)5268
絵画と工芸展 5㈫㈷～10㈰ 無　料
山村織物　久留米絣展 12㈫～17㈰ 無　料
工房和風華　古代裂の創作人形展 19㈫～24㈰ 無　料
陶と染色　二人展 26㈫～31㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

PTNAピアノステップ　八幡春季地区　 10㈰ 無　料 ピティナ北九州ひびきのステーション
093（531）4342大

ホ
ー
ル

090(5735)7737【室北】第6回マスターズコーラス北九州 24㈰ 無　料 マスターズコーラス事務局

歌と踊りの祭典 31㈰ 12:30

13:00

11:30
（予定）

無　料 090(9577)2894【坪根】
※要整理券

英 四郎芸能活動50周年　寿扇流創立25周年記念

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6/22㈪～28㈰　　大型30台、普通300台（有料）　

　□℡ 　□時
北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡

東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡

西

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ 　□時八幡
東

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

　□℡ □時八幡
西

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　 093(661)1122　　 9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　　月曜日、祝日、年末年始

□℡ □時八幡
東

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩5分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

障

月

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子  ピアノ：湯田 美津子 6㈬（振） 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子  ピアノ：湯田 美津子 20㈬ 14:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

小倉南美術協会洋画部会展 3㈰㈷
～9㈯

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会洋画部
090(4489)0292【木原】※3㈰㈷は13:00から、9㈯は15:00まで

小倉南区水墨画会(南美術協会) 10㈰～
16㈯

9:00～
17:00

無　料 小倉南水墨画会(南美術協会)
093(471)5831【松本】※10㈰は12:00から、16㈯は15:00まで

展
示
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ブラスフェスティバルin平尾台
北九州市内・市外より約20校のブラスバンド部が平尾台に集合。 3㈰㈷ 10:00～

16:00 無　料 平尾台自然の郷
093(452)2715

第22回平尾台ピクニックコンサート
台湾の人気歌手「リン・ユーチュン」が出演します。 30㈯ 15:30

大人 ￥3000
学生(小～大学生) ￥1000

親子 ￥3500
小倉南区役所コミュニティ支援課
093(951)4111(内線258)

高
原
音
楽
堂

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

若松少年少女合唱団　第40回記念定期演奏会 3㈰㈷ 15:00 若松少年少女合唱団
093(761)1094

アトラクティブ・サウンズ・フェロー　定期演奏会
創設25周年 17th Concert 4㈪㈷ 14:00

￥500

￥500

小学生以下無料
アトラクティブ・サウンズ・フェロー
090(8295)4246【下田】

※当日￥200増　※問合せは19:00以降可能

平成27年度 第45回 北九州市ファミリー劇場
 －角笛シルエット劇場－
「花さかじいさん」「つのぶえのうた」
かわいい影絵に子どもは夢中！お話を観た後は元気いっぱい歌を歌おう♪

25㈪ 10:30

大人 ￥1100
子ども(3歳～中学生) ￥0900

親子 ￥1700
北九州芸術劇場
093(562)2655

※当日各￥300増 
※2歳以下膝上観覧無料

大
ホ
ー
ル

　一般 ￥500　高大生 ￥300
小中生 ￥200

　一般 ￥500　高大生 ￥300
小中生 ￥200

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

世界文化遺産登録応援展 「東田ものがたり 」
本年、世界文化遺産登録を目指す八幡製鐵所の黎明期を紐解いた企画展です。 4/11㈯～6/21㈰

大人 ￥300
高校生・大学生 ￥100

中学生以下無料 北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411※対象：小学生以上

パネル展 「八幡製鐵所から拡がる北九州市の近代化産業遺産」
製鐵所創業により、急速に近代化した市の足跡を建築物など150点の写真で巡ります。 1/17㈯～6/28㈰ 無　料

※対象：小学生以上

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

会場 イベント 期　間 時　間

期　間 開　演

入　場　料 問合せ先

第12回　アウトフォーカス写真展
新人からベテランまで個性豊かに表現、魅力的な作品を展示します。

17㈰～
24㈰

10:00～
18:00

無　料
旧百三十銀行ギャラリー

093(661)9130
※最終日は17:00まで

こだわりの木工展
国産無垢材の一枚にこだわった作品展示販売（家具、小物など）

29㈮～
31㈰

10:00～
17:00 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 入　場　料 問合せ先

春の特別展「地球からの贈り物～石の美と魅力～」展
美しい鉱物、珍しい隕石、ヒスイの勾玉などを展示して、その魅力と不思議に迫る 開催中～5/10㈰

いのちのたび博物館
093(681)1011

※常設展は別途料金が必要 ※常設展とのセット券あり

「明治日本の産業革命遺産」世界文化遺産登録応援展「炭鉱の記録と記憶」
筑豊・北九州の炭鉱の実像を記録資料などから探る 開催中～6/21㈰

要常設展観覧料

たいけん講座「若武者に変身！」 
端午の節句にちなんだ甲冑の着用体験 5㈫㈷

10:30 常設展チケットが必要

13:30
15:00

※対象：小学生以上（小学生以下保護者同伴）
※甲冑のサイズが合う方
※各回10人程度(各回30分前より整理券配布)

9㈯ミュージアムウィークイベント「大人も！子どもも！博物館で江戸遊び！」
①江戸衣装着用体験、②判じ絵クイズラリー、③忍者グライダー制作、④古典落語 など 10:00

セット券等のチケットが必要

※小学生以下は保護者の参加が必要
※①10:00より整理券配布 ※③④要申込

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2015.May

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館

□℡ □時小倉
南

平尾台自然の郷 □休
□所　小倉南区平尾台1-1-1　　 093(452)2715　　 9:00～17:00（祝日、夏休み期間中は18:00まで）　「小倉南IC」約20分
　「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　　「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　　火曜日（祝日の場合は翌日休園）

□℡ □時小倉
南

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　 110台（共用）　

□℡ □時若松

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　 093（663)5411　　 平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6/22㈪～28㈰　　大型30台、普通300台（有料）　

　□℡ 　□時
北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡

東

障

障

障

月



イベント 入　場　料 問合せ先

いのちのたび博物館
093(681)1011

野外観察会「バードウィーク市民探鳥会」
バードウィークにちなんで山野の初夏の野鳥を観察 10㈰ 9:30

保険代等　￥100

※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座「いのちのたび子ども教室（前期）」（全8回）
博物館の特色を生かした体験活動を行い、自然や文化について学習する

5/23㈯～
9/12㈯ 13:30

保険代　￥400

中学生以下無料

※対象：小学4年～中学3年生　※要申込
※おおむね第2、4土曜日に開催

会場 イベント 期　間 時　間

期　間 開　演

入　場　料 問合せ先

第38回わくわくサイエンスキッズ2015
身近な科学やものづくりの楽しさを体験 3㈰㈷ 10:00～

15:00 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

サイエンスショー
「すごいぞ！水や大気の力」 4㈪㈷ 14:30～

15:20 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、春の星空を望遠鏡で観察します。 9㈯ 19:00～

20:30 ※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、4/25㈯電話受付開始

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

大
集
会
場

本
館
他

　大人 ￥100　中高生 ￥070
小学生 ￥050

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

開館38周年記念講演会　講師　山口 香（ソウル五輪メダリスト）
柔道一直線～強くやさしい社会を実現するために～ 23㈯ 13:30 無　料 北九州市立西部勤労婦人センター

（レディスやはた）
093(661)1122※要申込

体
育
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コンフォート・ウインドアンサンブル
さよなら八幡市民会館コンサート 3㈰㈷ 14:00

特別指定席 ￥1500
　自由席一般 ￥0900
　自由席学生 ￥0400

コンフォート・ウインドアンサンブル
090(3410)3799【藤河】

※自由席のみ当日各￥100増

北九州アカデミー少年少女合唱団　第41回定期演奏会 9㈯ 18:30 指定席 ￥1500
自由席 ￥1200

北九州アカデミー少年少女合唱団
070(5488)1535【石井】

平成27年度 第45回 北九州市ファミリー劇場
 －角笛シルエット劇場－
「花さかじいさん」「つのぶえのうた」 
かわいい影絵に子どもは夢中！お話を観た後は元気いっぱい歌を歌おう♪

20㈬ 10:30

大人 ￥1100
子ども(3歳～中学生) ￥0900

親子 ￥1700
北九州芸術劇場
093(562)2655

※当日各￥300増 
※2歳以下膝上観覧無料

玄海愛石会水石展
自然石　約24点

16㈯～
17㈰

10:00～
17:00

無　料 玄海愛石会
093(201)8135【吉田】※17㈰は16:00まで

※一部の催し有料

押し花絵　中村晏子個展
押し花絵　約55点

19㈫～
24㈰

10:00～
16:00 無　料 093(283)1685【中村】

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第14回　木屋瀬芸術祭 2㈯～
4㈪㈷ 10:00 無　料

長崎街道木屋瀬宿記念館
093(619)1149こやのせ座　落語会

林家きく麿師匠による落語会 3㈰㈷ 16:00 一般 ￥500 中学生以下 ￥200
未就学児無料

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

マリノ・コルンブリ　畑田眞夫　二人展 4/28㈫～5/4㈪㈷ 無　料

093(643)5268
絵画と工芸展 5㈫㈷～10㈰ 無　料
山村織物　久留米絣展 12㈫～17㈰ 無　料
工房和風華　古代裂の創作人形展 19㈫～24㈰ 無　料
陶と染色　二人展 26㈫～31㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

PTNAピアノステップ　八幡春季地区　 10㈰ 無　料 ピティナ北九州ひびきのステーション
093（531）4342大

ホ
ー
ル

090(5735)7737【室北】第6回マスターズコーラス北九州 24㈰ 無　料 マスターズコーラス事務局

歌と踊りの祭典 31㈰ 12:30

13:00

11:30
（予定）

無　料 090(9577)2894【坪根】
※要整理券

英 四郎芸能活動50周年　寿扇流創立25周年記念

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6/22㈪～28㈰　　大型30台、普通300台（有料）　

　□℡ 　□時
北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡

東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡

西

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ 　□時八幡
東

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

　□℡ □時八幡
西

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　 093(661)1122　　 9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　　月曜日、祝日、年末年始

□℡ □時八幡
東

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩5分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

障

月
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■
仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

６
月
４
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
人
気

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲
道
郁
代
が
響
ホ
ー

ル
に
来
る
。
曲
目
は
シ
ュ
ー
マ
ン

「
幻
想
小
曲
集
」
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
21
番
ハ
長
調

『
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
』
」
、
シ
ョ

パ
ン
「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
７
番
変
イ
長

調
『
幻
想
』
」
他
。
全
席
指
定
。
入

場
料
、
一
般
４
８
０
０
円
。
Ｕ-

25

２
５
０
０
円
（
学
生
問
わ
ず
、
25
歳

以
下
。
要
証
明
、
労
音
事
務
局
の
み

取
り
扱
い
）
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
北
九
州
記
念
混
声
合
唱
団

第
32
回
定
期
演
奏
会

６
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
45
分
開

場
、
同
２
時
30
分
開
演
。
北
九
州
ソ

レ
イ
ユ
ホ
ー
ル（
小
倉
北
区
大
手
町
）。

第
１
か
ら
第
３
ス
テ
ー
ジ
ま
で
の
３

部
構
成
。
指
揮
は
中
山
敦
、
ピ
ア
ノ

相
良
佐
輝
子
。
第
３
ス
テ
ー
ジ
は
北

九
州
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

の
演
奏
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生
（
高
校
生

以
上
）
５
０
０
円
。※

中
学
生
以
下

無
料
。

北
九
州
記
念
混
声
合
唱
団
（
坂
本
）

０
９
３
（
８
７
１
）
０
６
５
６

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
広
い
宇
宙
の
中
で
」

６
月
29
日
（
月
）
午
後
６
時
開
場
、

同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）
。

最
高
峰
の
感
動
を
驚
き
の
舞
台
で
。

出
演
は
、
川
島
な
お
美
、
黒
田
ア
ー

サ
ー
、
岩
田
華
怜
（
A
K
B
48
）
、

吉
田
要
士
、
劇
団
ス
イ
セ
イ
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
ほ
か
。
全
席
自
由
。
入
場

料
、
一
般
５
０
０
０
円
、
友
の
会
４

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
３
５
０
０

円
。
親
子
ペ
ア
券
７
０
０
０
円
。

※

未
就
学
児
童
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
響
ホ
ー
ル
室
内
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ

ァ
ル

６
月
27
日
（
土
）
と
28
日
（
日
）
の

２
日
。
両
日
と
も
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル（
八
幡
東
区
平
野
）。27
日（
土
）

は
「
バ
ッ
ハ
は
い
か
が
！？
」
。

28
日
（
日
）
は
「
五
重
奏
の
調
べ
」
。

出
演
は
、
ピ
ア
ノ
迫
昭
嘉
、
フ
ル
ー

ト
高
木
綾
子
（
27
日
の
み
）
、
響
ホ

ー
ル
室
内
合
奏
団
ほ
か
。

入
場
料
、
指
定
席
３
０
０
０
円
、
一

般
自
由
席
２
５
０
０
円
、
Ｕ-

25
自

由
席
１
０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０

円
増
。

ペ
ア
（
自
由
席
）
４
０
０
０
円
（
前

売
り
の
み
）
。
27
日
と
28
日
の
セ
ッ

ト
券
（
前
売
り
の
み
）
指
定
席
５
５

０
０
円
、
自
由
席
４
５
０
０
円
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

　
さ
て
、
続
・
東
京
藝
術
大
学
付
属

高
校
（
藝
高
）
受
験
合
格
記
。
予
想

外
の
「
合
格
し
ま
し
た
」
の
報
告
に
、

ま
ず
考
え
た
の
が
、
ど
の
先
生
に
ピ

ア
ノ
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
か
と
い

う
こ
と
。
合
格
発
表
後
、
早
々
に
連

絡
、
依
頼
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

生
徒
の
性
格
を
考
え
、
私
自
身
が
人

間
的
に
と
て
も
尊
敬
し
て
い
る
先
生

に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
引
き
受
け

合
格
物
語
　後
編

『響ホール室内楽フェスティヴァル』
チラシ

©Kiyotaka Saito

『広い宇宙の中で』メインキャスト

さ

　き

　こ

あ
つ
し

か
れ
ん

よ
う
じ

あ
き
よ
し

げ
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
幸
運
で
す
。

　
こ
の
先
生
の
応
対
に
、
私
は
大
変

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
の
入
試

の
演
奏
を
踏
ま
え
て
、
入
学
ま
で
に

必
要
な
準
備
な
ど
、
事
細
か
に
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
人
や
お
母

様
と
も
話
を
し
、
高
校
生
の
不
安
な

一
人
暮
ら
し
に
も
気
遣
い
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
毎
回
、
レ
ッ
ス
ン
の
様

子
を
ご
両
親
宛
て
に
報
告
す
る
約
束

ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
へ
の

尊
敬
は
倍
増
し
、
私
の
生
き
方
に
ま

た
新
た
な
指
針
が
で
き
ま
し
た
。

　
難
関
校
入
試
か
ら
始
ま
っ
て
、
奇

跡
の
合
格
、
あ
た
ふ
た
し
な
が
ら
の

各
種
手
続
き
で
し
た
が
、
最
良
の
道

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
さ
す
が
天
下
の
藝
高
。
先
生
方

の
懐
の
深
さ
、
器
の
大
き
さ
に
、
こ

の
学
校
の
歴
史
と
伝
統
、
実
績
を
あ

ら
た
め
て
認
識
し
た
の
で
し
た
。

　
住
む
と
こ
ろ
？
　
運
良
く
学
生
寮

に
入
れ
ま
し
た
。
本
当
に
強
運
の
持

ち
主
。
我
が
家
に
レ
ッ
ス
ン
に
来
る

と
き
、
小
倉
駅
で
迷
子
に
な
る
子
で

す
。
こ
の
子
が
、
７
年
間
で
ど
の
よ

う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
。
楽
し
み

は
尽
き
ま
せ
ん
。

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、
図書館、市内体育施設、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ジュニアピアノコンサート 3㈰㈷ 13:00 無　料 ムジークエスポワール
093(691)9568【田村】

いけばな池坊巡回講座 24㈰ 10:00 関係者のみ 華道家元池坊八幡支部
093(282)0214【秋山】

Ho'ike　2015 29㈮ 13:00 関係者のみ アロハフラメイツ
093(602)4815【内田】※要整理券

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

自然染めとシルクの服展
工芸

11㈪～
17㈰

10:00～
18:00

無　料 アトリエサラサ
092(953)6395【星野】※11㈪は12:00から、17㈰は17:00まで

ほばしら墨友会水墨画展
日本画

18㈪～
24㈰

9:00～
17:00

無　料 ほばしら墨友会
093(631)7167【竹内】※18㈪は13:00から、24㈰は16:00まで

第68回示現会・北九州展
洋画

26㈫～
31㈰

9:00～
19:00

一般 ￥700 一般社団法人示現会福岡支部
090(3370)7524【膳夫】※31㈰は17:00まで

展
示
室
２

展
示
室
全

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

コレクション展　特集　版画芸術への誘い　<後期>
版画 4/29㈬㈷～6/28㈰ 北九州市立美術館本館

093(882)7777
第43回九州女流美術展
洋画・日本画・工芸 4㈪㈷～10㈰ 無　料 九州女流美術協会

090(3416)3319【秋吉】
第35回九州全展
洋画・日本画 12㈫～17㈰ 無　料 全日本美術協会

090(2225)2418【末廣】

中村康子キルトクラブパッチワークキルト展 26㈫～31㈰ 無　料 中村康子キルトクラブ
093(882)7551【中村】

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

らっぱ倶楽部　第1回定期演奏会 9㈯ 18:45 一般 ￥2000 学生 ￥1000

一般 ￥2000 学生 ￥1000

らっぱ倶楽部
090（1925）3967【河辺】※当日各￥500増

第37回北九州市三曲協会連合会 10㈰ 12:00 無　料 北九州市三曲協会連合会
093（531）5669【吉田】

平成27年度 第45回 北九州市ファミリー劇場
 －角笛シルエット劇場－
「花さかじいさん」「つのぶえのうた」 
かわいい影絵に子どもは夢中！お話を観た後は元気いっぱい歌を歌おう♪

19㈫ 10:30

大人 ￥1100
子ども(3歳～中学生) ￥0900

親子 ￥1700
北九州芸術劇場
093(562)2655

※当日各￥300増 
※2歳以下膝上観覧無料

大正琴　文化筝　森ん子の会　15周年記念演奏会
１部：生徒発表会　２部：ハープフレンズもりんこコンサート 23㈯ 1部10:00 ￥1000 森ん子の会

093(642)9054【中山】2部13:30

カラオケやすらぎ発表会 24㈰ 9:30 無　料 カラオケ倶楽部やすらぎ
093（882）6284【萩尾】

ロリエ弦楽四重団演奏会
演奏曲目：モーツァルト弦楽四重奏曲第15番　バルトーク弦楽四重奏曲第3番　他

ゲスト演奏：ヴァイオリン河村 佳奈（東京藝術大学2年）　伴奏：梅﨑 秀

1㈮ 19:00 ￥1500 池田バイオリンスクール
093（473）4395【池田】

093（962）2135【梅﨑】
THE  CONCERT  OF  LITTLE  PIANISTS-21 3㈰㈷

12:20 無　料 うめざきあきピアノ教室
15:15 ※開演時間は変更の可能性があります。

　詳しくはお問合せください。

子供の日　ヴァイオリン・チェロソロコンサート 5㈫㈷ 13:00 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州
093（921）0459【吉田】

アンサンブルすみれ定期演奏会 16㈯ 13:00 ￥1000 アンサンブルすみれ
093（871）3228【竹原】

ジョイント・コンサート 17㈰ 14:30 090（9243）2776【岩崎】
※当日￥500増

※対象：小学生以上

日本吟道水誠会創立20周年記念大会
ピアノ・尺八・筝 24㈰ 10:00 無　料 日本吟道水誠会

093（645）5295【布谷】

女声コーラス「コール・アマーレ」創立30周年記念定期演奏会 30㈯ 15:00 ￥1000 女声コーラス「コール・アマーレ」
093（602）7922【八代】

2015くにたちコンサート　～新人を迎えて～
くにたち音楽大学卒業の会員によるコンサートです。
ウェルカムコンサート
ギタリスト・タザーンとボーカリスト　ジュンヤによる演奏

31㈰ 14:30 一般 ￥1500
高校生以下 ￥0500

国立音楽大学福岡県同調会北九州支部
093（244）3154【原野】

14㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内
093（871）7200【筬島】

交
流
プ
ラ
ザ

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

　一般 ￥150　高大生 ￥100
小中生 ￥050

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休 □Ｐ
□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）
　「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第2週は7㈭休館　　180台

□℡ □時北九州市立美術館本館戸畑

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩5分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

　□℡ 　□時八幡
西

※４月13日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります

9 かるかる  2015.May

障

障

2015 年５月号
表紙イメージ

「生き、生きと、そこにある」

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2015.5.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課

北九州市印刷物登録番号 第1508003A号

月
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■
仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

６
月
４
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
人
気

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲
道
郁
代
が
響
ホ
ー

ル
に
来
る
。
曲
目
は
シ
ュ
ー
マ
ン

「
幻
想
小
曲
集
」
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
21
番
ハ
長
調

『
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
』
」
、
シ
ョ

パ
ン
「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
７
番
変
イ
長

調
『
幻
想
』
」
他
。
全
席
指
定
。
入

場
料
、
一
般
４
８
０
０
円
。
Ｕ-

25

２
５
０
０
円
（
学
生
問
わ
ず
、
25
歳

以
下
。
要
証
明
、
労
音
事
務
局
の
み

取
り
扱
い
）
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
北
九
州
記
念
混
声
合
唱
団

第
32
回
定
期
演
奏
会

６
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
45
分
開

場
、
同
２
時
30
分
開
演
。
北
九
州
ソ

レ
イ
ユ
ホ
ー
ル（
小
倉
北
区
大
手
町
）。

第
１
か
ら
第
３
ス
テ
ー
ジ
ま
で
の
３

部
構
成
。
指
揮
は
中
山
敦
、
ピ
ア
ノ

相
良
佐
輝
子
。
第
３
ス
テ
ー
ジ
は
北

九
州
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

の
演
奏
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生
（
高
校
生

以
上
）
５
０
０
円
。※

中
学
生
以
下

無
料
。

北
九
州
記
念
混
声
合
唱
団
（
坂
本
）

０
９
３
（
８
７
１
）
０
６
５
６

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
広
い
宇
宙
の
中
で
」

６
月
29
日
（
月
）
午
後
６
時
開
場
、

同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）
。

最
高
峰
の
感
動
を
驚
き
の
舞
台
で
。

出
演
は
、
川
島
な
お
美
、
黒
田
ア
ー

サ
ー
、
岩
田
華
怜
（
A
K
B
48
）
、

吉
田
要
士
、
劇
団
ス
イ
セ
イ
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
ほ
か
。
全
席
自
由
。
入
場

料
、
一
般
５
０
０
０
円
、
友
の
会
４

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
３
５
０
０

円
。
親
子
ペ
ア
券
７
０
０
０
円
。

※

未
就
学
児
童
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
響
ホ
ー
ル
室
内
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ

ァ
ル

６
月
27
日
（
土
）
と
28
日
（
日
）
の

２
日
。
両
日
と
も
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル（
八
幡
東
区
平
野
）。27
日（
土
）

は
「
バ
ッ
ハ
は
い
か
が
！？
」
。

28
日
（
日
）
は
「
五
重
奏
の
調
べ
」
。

出
演
は
、
ピ
ア
ノ
迫
昭
嘉
、
フ
ル
ー

ト
高
木
綾
子
（
27
日
の
み
）
、
響
ホ

ー
ル
室
内
合
奏
団
ほ
か
。

入
場
料
、
指
定
席
３
０
０
０
円
、
一

般
自
由
席
２
５
０
０
円
、
Ｕ-

25
自

由
席
１
０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０

円
増
。

ペ
ア
（
自
由
席
）
４
０
０
０
円
（
前

売
り
の
み
）
。
27
日
と
28
日
の
セ
ッ

ト
券
（
前
売
り
の
み
）
指
定
席
５
５

０
０
円
、
自
由
席
４
５
０
０
円
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

　
さ
て
、
続
・
東
京
藝
術
大
学
付
属

高
校
（
藝
高
）
受
験
合
格
記
。
予
想

外
の
「
合
格
し
ま
し
た
」
の
報
告
に
、

ま
ず
考
え
た
の
が
、
ど
の
先
生
に
ピ

ア
ノ
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
か
と
い

う
こ
と
。
合
格
発
表
後
、
早
々
に
連

絡
、
依
頼
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

生
徒
の
性
格
を
考
え
、
私
自
身
が
人

間
的
に
と
て
も
尊
敬
し
て
い
る
先
生

に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
引
き
受
け

合
格
物
語
　後
編

『響ホール室内楽フェスティヴァル』
チラシ

©Kiyotaka Saito

『広い宇宙の中で』メインキャスト

さ

　き

　こ

あ
つ
し

か
れ
ん

よ
う
じ

あ
き
よ
し

げ
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
幸
運
で
す
。

　
こ
の
先
生
の
応
対
に
、
私
は
大
変

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
の
入
試

の
演
奏
を
踏
ま
え
て
、
入
学
ま
で
に

必
要
な
準
備
な
ど
、
事
細
か
に
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
人
や
お
母

様
と
も
話
を
し
、
高
校
生
の
不
安
な

一
人
暮
ら
し
に
も
気
遣
い
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
毎
回
、
レ
ッ
ス
ン
の
様

子
を
ご
両
親
宛
て
に
報
告
す
る
約
束

ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
へ
の

尊
敬
は
倍
増
し
、
私
の
生
き
方
に
ま

た
新
た
な
指
針
が
で
き
ま
し
た
。

　
難
関
校
入
試
か
ら
始
ま
っ
て
、
奇

跡
の
合
格
、
あ
た
ふ
た
し
な
が
ら
の

各
種
手
続
き
で
し
た
が
、
最
良
の
道

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
さ
す
が
天
下
の
藝
高
。
先
生
方

の
懐
の
深
さ
、
器
の
大
き
さ
に
、
こ

の
学
校
の
歴
史
と
伝
統
、
実
績
を
あ

ら
た
め
て
認
識
し
た
の
で
し
た
。

　
住
む
と
こ
ろ
？
　
運
良
く
学
生
寮

に
入
れ
ま
し
た
。
本
当
に
強
運
の
持

ち
主
。
我
が
家
に
レ
ッ
ス
ン
に
来
る

と
き
、
小
倉
駅
で
迷
子
に
な
る
子
で

す
。
こ
の
子
が
、
７
年
間
で
ど
の
よ

う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
。
楽
し
み

は
尽
き
ま
せ
ん
。

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、
図書館、市内体育施設、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど
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漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

　
日
本
に
お
い
て
漫
画
は
、
世
の
中

の
動
き
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

時
事
や
流
行
を
作
品
の
中
に
旺
盛
に

取
り
入
れ
、
ま
た
逆
に
、
漫
画
作
品

が
世
相
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
。

漫
画
は
時
代
を
呼
吸
す
る
メ
デ
ィ
ア

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
、
長
く
続
い
た
作
品
や

雑
誌
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ

に
世
相
の
移
り
変
わ
り
が
は
っ
き
り

と
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
漫
画

に
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
う
え
や
ま
と

ち
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
も
そ
の
一

つ
で
す
。

『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
（
図
１
）
は

１
９
８
５
年
か
ら
講
談
社
の
青
年
漫

画
誌
『
モ
ー
ニ
ン
グ
』
に
連
載
さ
れ
、

今
年
の
５
月
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

単
行
本
は
現
在
１
３
１
巻
を
数
え
、

『
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出

所
』
（
秋
本
治
）
、
『
ゴ
ル
ゴ
13
』

（
さ
い
と
う
・
た
か
を
）
に
次
い
で
、

日
本
で
３
番
目
に
巻
数
の
多
い
漫
画

作
品
で
す
。
福
岡
・
博
多
を
中
心
に
、

北
九
州
市
を
は
じ
め
九
州
各
地
を
舞

台
と
し
て
い
る
の
で
、
雑
誌
や
単
行

本
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
と
接
す
る
機

会
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
い
わ
ゆ
る
〝
グ
ル
メ

漫
画
〞
で
す
が
、
プ
ロ
の
料
理
人
で

は
な
く
、
家
庭
で
で
き
る
手
料
理
に

的
を
絞
っ
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
。

簡
単
な
レ
シ
ピ
も
毎
回
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
料
理
情
報
サ

イ
ト
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
で
も
レ
シ

ピ
を
公
開
し
、
握
ら
な
い
座
布
団
状

の
お
に
ぎ
り
「
お
に
ぎ
ら
ず
」
で
ブ

ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
主
人
公
の
荒
岩
一
味
＝
「
パ
パ
」

は
福
岡
市
内
の
商
社
で
主
任
（
後
に

課
長
）
を
務
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

会
社
で
は
や
や
強
面
で
す
が
（
図

２
）
、
家
に
帰
る
と
子
煩
悩
で
料
理

が
大
の
得
意
（
図
３
）
。
一
方
、
妻

の
虹
子
は
新
聞
記
者
の
激
務
も
あ
っ

て
台
所
に
立
つ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
い
つ
も
パ
パ
が
腕
を
ふ
る
っ
て

い
ま
す
。

　
も
と
も
と
の
意
図
と
し
て
は
、
台

所
に
立
ち
そ
う
も
な
い
ゴ
ツ
い
九
州

男
児
が
ま
め
ま
め
し
く
料
理
を
作
る
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
面
白
さ
を
狙
っ
た

と
の
こ
と
。
確
か
に
連
載
の
初
期
で

は
、
パ
パ
は
会
社
で
は
料
理
の
腕
を

秘
密
に
し
て
お
り
、
バ
レ
そ
う
に
な

っ
て
大
慌
て
、
と
い
っ
た
展
開
も
散

見
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
今
や
「
育
男

（
＝
育
児
男
子
）
」
の
時
代
。
パ
パ

の
姿
は
お
手
本
に
な
り
こ
そ
す
れ
、

笑
わ
れ
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
さ

に
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
先
日
は
、
双
子
が
生
ま
れ
て

育
児
休
暇
を
取
っ
て
い
た
東
京
支
社

の
工
藤
と
い
う
部
下
が
、
職
場
復
帰

に
際
し
単
身
赴
任
と
な
ら
ぬ
よ
う
、

パ
パ
の
計
ら
い
で
小
倉
支
社
に
異
動

に
な
る
と
い
う
展
開
が
あ
り
ま
し
た

（
図
４
）
。
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』

で
は
、
た
く
さ
ん
の
登
場
人
物
が
結

婚
し
、
子
を
産
み
、
育
て
、
家
族
が

増
え
て
い
き
ま
す
。
家
族
の
営
み
の

中
心
に
あ
る
「
手
料
理
」
を
軸
に
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
、
濃

密
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
人
生
の

〝
味
〞
が
詰
ま
っ
た
本
作
に
つ
い
て
、

原
画
を
中
心
と
し
た
企
画
展
を
当
館

に
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
本
誌
次
号
を
お
楽
し
み
に
。

〝
30
年
も
の
〞
の
、
ま
ろ
や
か
で
コ

ク
の
あ
る
味
わ
い
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

う
え
や
ま
と
ち
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』  

30
年
も
の
の〝
人
生
の
味
〞

連載30周年記念特別展
「クッキングパパと九州・福岡の仲間たち」
【開催期間】5月30日（土）～7月5日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時
　　　　　（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【入館料】一般500円、中・高生300円、小学生150円

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512)5077

Information

【常設展とのセット券】
一般800円、中・高生400円、小学生200円

か
ず
み

こ
わ
も
て

イ
ク
メ
ン

図１　うえやまとち『クッキングパパ』
　　　第１巻表紙（講談社、1986年）

図２　第１話「イタリアン鍋は手軽で
　　　ボリューム満点」より。
　　   第１巻４ページ

図３　同じく第１話より。
　　  第１巻13ページ

図４　第1313話「愛情たっぷり！
　　　カラフル野菜スープ」より。
　　   講談社『モーニング』
　　　2015年２月19日号（No.10）

©うえやまとち／講談社

変
化
が
激
し
く
、
ま
る
で
世
代
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
。

※

7 CulCul  2015.May

埋蔵財
化
文

hiroba 梅　﨑　惠　司

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Keiji Umezaki

　
高
野
山
田
遺
跡
は
紫
川
中
流
域
の

西
岸
に
あ
り
、
紫
川
支
流
の
長
行
山

田
川
が
遺
跡
の
北
側
に
流
れ
て
い
ま

す
。
調
査
地
は
小
山
に
囲
ま
れ
た
盆

地
状
地
形
の
斜
面
で
標
高
は
52
メ
ー

ト
ル
。
付
近
に
は
お
堂
や
、
イ
ボ
が

で
き
た
と
き
に
イ
ボ
石
で
イ
ボ
を
こ

す
る
と
治
る
と
い
う
「
イ
ボ
神
様
」

が
あ
り
ま
す
。
周
辺
の
高
野
遺
跡
で

は
、
縄
文
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
幅
広
い
年
代
の
土
器
や
石
器
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
中

国
の
湖
州
鏡
、
木
製
鐙
、
硯
、
石
帯
、

銅
製
帯
金
具
な
ど
は
役
人
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て

の
有
力
な
村
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
は
弥
生
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
遺

構
が
数
多
く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

弥
生
時
代
の
高
野
ム
ラ

　
弥
生
時
代
の
遺
構
に
は
土
坑
と
貯

蔵
穴
が
主
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
中

か
ら
中
期
初
頭
の
城
ノ
越
式
の
壺
や

甕
、
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
壺
は

前
期
の
壺
に
つ
く
羽
状
文
が
な
い
土

器
で
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

ま
し
た
。
石
器
に
は
石
庖
丁
や
石
斧

な
ど
が
あ
り
、
石
庖
丁
は
穴
が
開
い

て
お
ら
ず
、
石
斧
は
割
っ
て
形
を
整

え
た
状
態
の
ま
ま
で
、
磨
か
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と

一
緒
に
石
材
も
多
数
出
土
し
ま
し
た
。

　
土
坑
は
楕
円
形
で
長
さ
１
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
で
す
。
２
〜
３
基
ず
つ
ま

と
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
弥
生
人
は

同
時
に
掘
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は

掘
り
か
え
た
よ
う
で
す
。
貯
蔵
穴
は

２
基
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
の
地

面
は
掘
り
に
く
か
っ
た
よ
う
で
、
深

い
袋
状
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
小
さ
な
村
の
よ
う
で
す
が
、
米
作

り
や
石
器
作
り
を
行
っ
て
い
た
弥
生

人
の
生
活
の
様
子
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。

鎌
倉
時
代
の
高
野
ム
ラ

　
鎌
倉
時
代
の
溝
や
土
坑
か
ら
は
素

焼
き
の
坏
や
皿
、
瓦
器
埦
、
鍋
、
龍

泉
窯
系
青
磁
碗
、
宋
銭
が
出
土
し
ま

し
た
。
土
坑
は
楕
円
形
で
長
さ
２
〜

３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
炭

が
一
面
に
出
土
し
ま
し
た
。
溝
は
幅

２
メ
ー
ト
ル
で
石
を
敷
き
詰
め
た
よ

う
な
状
況
で
見
つ
か
り
、
床
面
か
ら

や
は
り
宋
銭
が
１
点
出
土
し
ま
し
た
。

　
高
野
地
区
に
は
鎌
倉
・
室
町
時
代

の
長
尾
城
（
中
世
山
城
）
が
築
か
れ

て
お
り
、
こ
の
城
と
複
数
の
ム
ラ
が

合
わ
さ
っ
て
農
村
を
営
み
地
域
を
治

め
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の

調
査
地
は
そ
の
ム
ラ
の
一
つ
だ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
鎌
倉
時
代
の
遺
構
は

中
世
の
ム
ラ
の
在
り
方
を
具
体
的
に

示
す
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
７
月
号
で
す
】

弥生時代と
鎌倉時代の高野ムラ

※

土
器
な
ど
に
施
さ
れ
た
矢
羽
状
の
模
様

お
さ
ゆ
き
や
ま

も
く
せ
い
あ
ぶ
み

す
ず
り

こ
し
ゅ
う
き
ょ
う

せ
き
た
い

お
び

ど
こ
う

つ
ぼ

じ
ょ
う
の
こ
し
し
き

か
め

だ
が
わ

だ
え
ん

つ
き

が
き
わ
ん

※
う
じ
ょ
う
も
ん

り
ゅ
う

せ
ん
よ
う
け
い
せ
い
じ
わ
ん

そ
う

写真１　高野山田遺跡全景（東から） 小さな盆地地形に
弥生時代と鎌倉時代のムラがありました

写真２　鎌倉時代の土坑
（たくさんの小皿や埦が出土）

写真３　竹ベラで小皿を発掘して
当時の状況を調査します

写真４　鎌倉時代の溝の底から出土した
中国・宋銭 治平元寳（初鋳1064年）

じへいげんぽう しょちゅう

〈埋蔵文化財の展示案内〉

・ 黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』『シュガーロード・発掘物語』

【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

・ 北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
　北九州市を掘る（80）　埋蔵文化財速報展『弥生時代と鎌倉時代の高野ムラ-高野山田遺跡-』

【開催期間】８月23日（日）まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
【入館料】無料

弥生土器や石器、中世の陶磁器や中国銭、土錘（網のおもり）など50点を展示。常設展もあり。
どすい
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漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

　
日
本
に
お
い
て
漫
画
は
、
世
の
中

の
動
き
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

時
事
や
流
行
を
作
品
の
中
に
旺
盛
に

取
り
入
れ
、
ま
た
逆
に
、
漫
画
作
品

が
世
相
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
。

漫
画
は
時
代
を
呼
吸
す
る
メ
デ
ィ
ア

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
、
長
く
続
い
た
作
品
や

雑
誌
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ

に
世
相
の
移
り
変
わ
り
が
は
っ
き
り

と
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
漫
画

に
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
う
え
や
ま
と

ち
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
も
そ
の
一

つ
で
す
。

『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
（
図
１
）
は

１
９
８
５
年
か
ら
講
談
社
の
青
年
漫

画
誌
『
モ
ー
ニ
ン
グ
』
に
連
載
さ
れ
、

今
年
の
５
月
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

単
行
本
は
現
在
１
３
１
巻
を
数
え
、

『
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出

所
』
（
秋
本
治
）
、
『
ゴ
ル
ゴ
13
』

（
さ
い
と
う
・
た
か
を
）
に
次
い
で
、

日
本
で
３
番
目
に
巻
数
の
多
い
漫
画

作
品
で
す
。
福
岡
・
博
多
を
中
心
に
、

北
九
州
市
を
は
じ
め
九
州
各
地
を
舞

台
と
し
て
い
る
の
で
、
雑
誌
や
単
行

本
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
と
接
す
る
機

会
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
い
わ
ゆ
る
〝
グ
ル
メ

漫
画
〞
で
す
が
、
プ
ロ
の
料
理
人
で

は
な
く
、
家
庭
で
で
き
る
手
料
理
に

的
を
絞
っ
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
。

簡
単
な
レ
シ
ピ
も
毎
回
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
料
理
情
報
サ

イ
ト
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
で
も
レ
シ

ピ
を
公
開
し
、
握
ら
な
い
座
布
団
状

の
お
に
ぎ
り
「
お
に
ぎ
ら
ず
」
で
ブ

ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
主
人
公
の
荒
岩
一
味
＝
「
パ
パ
」

は
福
岡
市
内
の
商
社
で
主
任
（
後
に

課
長
）
を
務
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

会
社
で
は
や
や
強
面
で
す
が
（
図

２
）
、
家
に
帰
る
と
子
煩
悩
で
料
理

が
大
の
得
意
（
図
３
）
。
一
方
、
妻

の
虹
子
は
新
聞
記
者
の
激
務
も
あ
っ

て
台
所
に
立
つ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
い
つ
も
パ
パ
が
腕
を
ふ
る
っ
て

い
ま
す
。

　
も
と
も
と
の
意
図
と
し
て
は
、
台

所
に
立
ち
そ
う
も
な
い
ゴ
ツ
い
九
州

男
児
が
ま
め
ま
め
し
く
料
理
を
作
る
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
面
白
さ
を
狙
っ
た

と
の
こ
と
。
確
か
に
連
載
の
初
期
で

は
、
パ
パ
は
会
社
で
は
料
理
の
腕
を

秘
密
に
し
て
お
り
、
バ
レ
そ
う
に
な

っ
て
大
慌
て
、
と
い
っ
た
展
開
も
散

見
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
今
や
「
育
男

（
＝
育
児
男
子
）
」
の
時
代
。
パ
パ

の
姿
は
お
手
本
に
な
り
こ
そ
す
れ
、

笑
わ
れ
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
さ

に
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
先
日
は
、
双
子
が
生
ま
れ
て

育
児
休
暇
を
取
っ
て
い
た
東
京
支
社

の
工
藤
と
い
う
部
下
が
、
職
場
復
帰

に
際
し
単
身
赴
任
と
な
ら
ぬ
よ
う
、

パ
パ
の
計
ら
い
で
小
倉
支
社
に
異
動

に
な
る
と
い
う
展
開
が
あ
り
ま
し
た

（
図
４
）
。
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』

で
は
、
た
く
さ
ん
の
登
場
人
物
が
結

婚
し
、
子
を
産
み
、
育
て
、
家
族
が

増
え
て
い
き
ま
す
。
家
族
の
営
み
の

中
心
に
あ
る
「
手
料
理
」
を
軸
に
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
、
濃

密
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
人
生
の

〝
味
〞
が
詰
ま
っ
た
本
作
に
つ
い
て
、

原
画
を
中
心
と
し
た
企
画
展
を
当
館

に
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
本
誌
次
号
を
お
楽
し
み
に
。

〝
30
年
も
の
〞
の
、
ま
ろ
や
か
で
コ

ク
の
あ
る
味
わ
い
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

う
え
や
ま
と
ち
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』  

30
年
も
の
の〝
人
生
の
味
〞

連載30周年記念特別展
「クッキングパパと九州・福岡の仲間たち」
【開催期間】5月30日（土）～7月5日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時
　　　　　（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【入館料】一般500円、中・高生300円、小学生150円

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512)5077

Information

【常設展とのセット券】
一般800円、中・高生400円、小学生200円

か
ず
み

こ
わ
も
て

イ
ク
メ
ン

図１　うえやまとち『クッキングパパ』
　　　第１巻表紙（講談社、1986年）

図２　第１話「イタリアン鍋は手軽で
　　　ボリューム満点」より。
　　   第１巻４ページ

図３　同じく第１話より。
　　  第１巻13ページ

図４　第1313話「愛情たっぷり！
　　　カラフル野菜スープ」より。
　　   講談社『モーニング』
　　　2015年２月19日号（No.10）

©うえやまとち／講談社

変
化
が
激
し
く
、
ま
る
で
世
代
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
。

※
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○
99
？

　
２
０
１
６
年
は
、
夏
目
漱
石
の
没

後
１
０
０
年
、
翌
17
年
は
生
誕
１
５

０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
全
国
的
に
夏

目
漱
石
記
念
年
実
行
委
員
会
が
設
置

さ
れ
る
な
ど
、
に
わ
か
に
漱
石
ブ
ー

ム
の
兆
し
で
す
。
北
九
州
市
立
文
学

館
で
は
、
こ
の
記
念
年
に
さ
き
が
け
、

夏
目
漱
石
の
没
後
「
99
」
年
展
を
開

催
し
ま
す
。

○
漱
石
山
房
と
は
？

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
〈
漱
石
山
房
〉

と
は
、
夏
目
漱
石
が
40
歳
で
移
り
住

ん
だ
家
の
書
斎
を
号
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
年
漱
石
は
、
職
業
作
家
に
な
る

決
意
で
、
東
京
帝
国
大
学
英
文
学
教

師
の
職
を
辞
し
、
朝
日
新
聞
社
に
入

社
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
10
年

足
ら
ず
に
、
『
三
四
郎
』
『
そ
れ
か

ら
』
『
門
』
『
こ
こ
ろ
』
『
明
暗
』

と
い
っ
た
名
作
が
こ
の〈
漱
石
山
房
〉

か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

か
つ
て
山
房
の
あ
っ
た
新
宿
区
で
は
、

（
仮
称
）
「
漱
石
山
房
」
記
念
館
を

整
備
中
、
17
年
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
書
斎
は
漱
石
を
慕
う

若
い
人
々
の
集
い
の
場
で
も
あ
り
ま

し
た
。
科
学
者
で
随
筆
家
の
寺
田
寅

彦
、
現
・
み
や
こ
町
出
身
の
ド
イ
ツ

文
学
者
で
『
漱
石
全
集
』
を
編
集
す

る
小
宮
豊
隆
、
小
説
家
の
内
田
百
閒
、

若
く
は
芥
川
龍
之
介
な
ど
が
「
木
曜

会
」
と
呼
ば
れ
る
面
会
日
に
集
ま
り

ま
し
た
。
企
画
展
で
は
、
〈
漱
石
山

脈
〉
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
豊
か
な
交

流
に
も
注
目
し
ま
す
。

○
み
ど
こ
ろ

　
「
私
は
其
人
を
常
に
先
生
と
呼
ん

で
い
た
」
と
い
う
有
名
な
書
き
出
し

で
始
ま
る
『
こ
こ
ろ
』
の
直
筆
原
稿

や
、
漱
石
山
房
で
使
わ
れ
た
愛
用
の

文
具
、
あ
た
た
か
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
書
簡
な
ど
、
お
よ
そ
１
５
０
点

を
展
示
し
ま
す
。

　
漱
石
は
書
画
も
多
く
残
し
て
い
ま

す
が
、
例
え
ば
掲
出
の
「
達
磨
渡
江

図
」―

―

「
一
体
先
生
は
物
の
形
は

う
ま
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
言
わ
れ

た
漱
石
は
「
お
れ
の
絵
は
形
而
上
派

（
物
を
超
え
て
い
る
こ
と
）
だ
」
と

応
え
た
そ
う
で
す
。
漱
石
の
渋
面
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。
美
術
に
造
詣
の

深
い
漱
石
は
、
橋
口
五
葉
や
津
田
青

楓
な
ど
当
代
の
美
術
家
に
装
丁
を
依

頼
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
著
書
は
、

ど
れ
も
意
匠
に
凝
っ
た
美
し
い
も
の

で
す
。

　
漱
石
と
正
岡
子
規
と
の
友
情
は
有

名
で
す
が
、
今
回
は
子
規
が
ロ
ン
ド

ン
留
学
中
の
漱
石
へ
宛
て
た
最
後
の

手
紙
を
特
別
展
示
し
ま
す
。
留
学
中
、

寝
た
き
り
の
子
規
が
楽
し
み
に
待
っ

た
手
紙
を
な
か
な
か
送
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
漱
石
は
、
そ
の
死
を
悼

み
子
規
が
描
い
た
「
あ
づ
ま
菊
」
の

絵
と
一
緒
に
こ
の
手
紙
を
軸
に
表
装

し
ま
し
た
。
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
ま
だ
無
い
時
代
の
濃
密
で
細
や

か
な
友
情
を
伝
え
る
必
見
の
資
料
で

す
。

○
充
実
の
イ
ベ
ン
ト

　
恋
愛
小
説
家
と
し
て
の
漱
石
に
迫

る
開
会
記
念
講
話「
愛
を
追
う
漱
石
」

や
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
夏
目
房
之
介

さ
ん
が
祖
父
・
漱
石
を
語
る
講
演
会
、

漱
石
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
る
文
学

講
座
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
。
５
月
23
日
（
土
）
か
ら
は
、

小
倉
昭
和
館
で
森
田
芳
光
監
督
、松

田
優
作
出
演
の『
そ
れ
か
ら
』
な
ど

４
本
の
漱
石
原
作
映
画
も
協
賛
上
映

さ
れ
ま
す
。

　
春
は
眠
く
な
る
。
猫
は
鼠
を
捕
る

事
を
忘
れ
、
人
間
は
借
金
の
あ
る
事

を
忘
れ
る
。
（
『
草
枕
』
）

　
う
ら
ら
か
な
春
。
漱
石
展
の
あ
る

こ
と
は
ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
。
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日本近代文学館提供

『吾輩ハ猫デアル』（1905～07年　大倉書店・服部書店）
書肆（しょし）　吾輩堂蔵　　photo office overhaul／大塚紘雅

画「達磨渡江図(だるまとこうず)」　
県立神奈川近代文学館蔵

特
別
企
画
展 

没
後
99
年

　
　夏
目
漱
石―

　
　
　
　
　漱
石
山
房
の
日
々

文芸
hiroba 中 西　由 紀 子

北九州市立文学館　主任学芸員
Yukiko Nakanishi

ようこそ文学館へ

Information

【お問合せ】

一般500円　中高生200円　
小学生100円

【観覧料】

北九州市立文学館
093（571）1505

月曜日。５月４日は開館、５月７日休館
【休館日】
５月２日（土）～６月21日（日）
【開催期間】

没後99年
夏目漱石―漱石山房の日々

ひ
ゃっ
け
ん

け
い
じ
じ
ょ
う

じ
ゅ
う
め
ん

は
し
ぐ
ち
ご
よ
う

つ
だ
せ
い

ふ
う

5 CulCul  2015.May

美術
hiroba 那　須　孝　幸

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸係長

Takayuki Nasu

　
現
在
、
北
九
州
市
立
美
術
館
は
約

７
５
０
０
点
の
美
術
作
品
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
半
数
以
上
と
な

る
約
４
５
０
０
点
は
「
版
画
」
で
す
。

１
９
７
４
年
の
開
館
に
向
け
収
集
方

針
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た

経
緯
も
あ
り
、
40
年
を
経
た
現
在
で

は
、
そ
の
豊
か
な
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
当
館
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て

い
ま
す
。
セ
ザ
ン
ヌ
や
ピ
カ
ソ
に
代

表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
巨
匠
た
ち

の
作
品
を
は
じ
め
、
世
界
的
に
活
躍

す
る
国
内
作
家
の
作
品
な
ど
主
に
近

現
代
版
画
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
浮

世
絵
も
多
く
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
版

画
特
集
の
本
展
で
は
、
国
内
作
家
の

版
画
作
品
約
60
点
を
、
基
本
的
な
技

法
（
木
版
画
、
銅
版
画
、
リ
ト
グ
ラ

フ
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
）
の

解
説
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
そ
の

他
モ
ネ
や
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
油
彩
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
版
画
と
は
、
「
版
」
を
も
と
に
し

て
、
紙
や
布
な
ど
何
か
別
の
素
材
に
、

図
像
や
文
字
を
写
す
技
法
で
す
。

「
版
」
の
歴
史
は
古
く
、
先
史
時
代

に
人
類
の
祖
先
が
洞
窟
の
壁
に
多
数

の
手
形
を
残
し
て
い
ま
す
。
科
学
技

術
の
発
達
や
需
要
に
よ
っ
て
「
版
」

の
形
態
は
変
遷
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
版
に
よ
る
写
し
」
と
い
う
基
本
的

な
行
為
、
技
術
が
常
に
私
た
ち
の
文

明
を
支
え
続
け
て
き
た
こ
と
は
確
か

で
す
。

　
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
同
質
の
画

面
を
複
数
再
現
で
き
る
版
画
は
文
字

や
図
像
を
必
要
と
す
る
複
製
技
術
と

し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
近

隣
だ
け
で
な
く
世
界
の
隅
々
に
ま
で

情
報
を
均
一
に
伝
え
る
力
、
未
来
に

情
報
を
残
す
力
の
大
動
脈
と
し
て
存

在
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
19
世
紀

に
写
真
術
が
誕
生
し
、
産
業
革
命
に

よ
っ
て
大
規
模
な
機
械
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
印
刷
物
の
在
り
方
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
図
像
を
複
製
す

る
、
世
界
を
記
録
す
る
、
と
い
う
役

目
は
写
真
や
映
像
が
担
う
こ
と
と
な

り
、
実
用
的
な
技
術
と
し
て
の
版
画

は
一
線
を
退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
代
わ
り
、
版
画
は
高
度
な
熟

練
技
を
生
か
し
て
表
現
の
幅
を
広
げ
、

芸
術
分
野
の
一
角
に
特
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
伝
統
的
な
木
版
画

や
銅
版
画
に
加
え
、
18
世
紀
末
に
は

手
描
き
効
果
が
如
実
に
再
現
さ
れ
る

リ
ト
グ
ラ
フ
（
石
版
画
）
が
開
発
さ

れ
、
絵
画
表
現
と
し
て
の
版
画
へ
注

目
が
高
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
著
名

な
画
家
や
彫
刻
家
た
ち
が
版
画
制
作

に
取
り
組
み
始
め
、
独
自
の
技
法
や

表
現
を
編
み
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

版
画
独
特
の
発
色
や
描
線
な
ど
「
版
」

の
持
つ
性
質
と
可
能
性
、
そ
し
て
多

く
の
コ
レ
ク
タ
ー
や
鑑
賞
者
を
得
る

「
複
数
性
」
と
い
う
特
徴
が
芸
術
家

た
ち
を
魅
了
し
た
の
で
す
。
20
世
紀

に
入
る
と
稀
少
な
版
画
集
も
次
々
と

作
ら
れ
、
多
く
の
傑
作
が
世
に
出
さ

れ
ま
し
た
。
後
に
発
色
が
鮮
や
か
な

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
技
法
も
加
わ
り
、

版
画
が
作
家
独
自
の
表
現
手
段
に
な

り
得
る
と
い
う
解
釈
が
次
第
に
定
着

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

北
九
州
市
立
美
術
館 

所
蔵
作
品
に
よ
る

版
画
芸
術
へ
の
誘
い

加納光於《稲妻捕り》1976～77年　リトグラフ　当館蔵

浜田知明《ボタン（B）》1988年　銅版画　当館蔵

【会場】北九州市立美術館本館　戸畑区西鞘ヶ谷町21の１
【会期】4月29日（水・祝）～６月28日（日）まで
【開館時間】午前９時30分～午後5時30分
（入館は午後５時まで）
【休館日】月曜日
※ただし５月４日は開館、4月28日・５月７日は休館

【観覧料】一般150（120）円　高大生100（80）円　小中生50（40）円

コレクション展　版画芸術への誘い

※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金。
なお、年長者利用証（北九州市交付のもの）、
障害者手帳、たんけんパスポートを提示の方は無料。

【お問合せ】 093(882)7777　http://kmma.jp

Information

●リトグラフ（石版画）…油と水が反発する性質を利用する
　ことで、紙に油分（インク）を転写する。
　かつては石板に描いた。

●銅版画…金属版上に溝を作り、その凹みにインクを詰め
　て転写する。溝は引っかいたり、腐食させたりして作る。

●木版画…版の凸部にインクを乗せ、紙に転写する。
　最も歴史のある版画技術。

●シルクスクリーン…絹など細かい布目や型紙を版として、
　目地の穴を通してインクを上から押し出す。

[代表的な版画技法]

い
ざ
な
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○
99
？

　
２
０
１
６
年
は
、
夏
目
漱
石
の
没

後
１
０
０
年
、
翌
17
年
は
生
誕
１
５

０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
全
国
的
に
夏

目
漱
石
記
念
年
実
行
委
員
会
が
設
置

さ
れ
る
な
ど
、
に
わ
か
に
漱
石
ブ
ー

ム
の
兆
し
で
す
。
北
九
州
市
立
文
学

館
で
は
、
こ
の
記
念
年
に
さ
き
が
け
、

夏
目
漱
石
の
没
後
「
99
」
年
展
を
開

催
し
ま
す
。

○
漱
石
山
房
と
は
？

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
〈
漱
石
山
房
〉

と
は
、
夏
目
漱
石
が
40
歳
で
移
り
住

ん
だ
家
の
書
斎
を
号
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
年
漱
石
は
、
職
業
作
家
に
な
る

決
意
で
、
東
京
帝
国
大
学
英
文
学
教

師
の
職
を
辞
し
、
朝
日
新
聞
社
に
入

社
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
10
年

足
ら
ず
に
、
『
三
四
郎
』
『
そ
れ
か

ら
』
『
門
』
『
こ
こ
ろ
』
『
明
暗
』

と
い
っ
た
名
作
が
こ
の〈
漱
石
山
房
〉

か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

か
つ
て
山
房
の
あ
っ
た
新
宿
区
で
は
、

（
仮
称
）
「
漱
石
山
房
」
記
念
館
を

整
備
中
、
17
年
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
書
斎
は
漱
石
を
慕
う

若
い
人
々
の
集
い
の
場
で
も
あ
り
ま

し
た
。
科
学
者
で
随
筆
家
の
寺
田
寅

彦
、
現
・
み
や
こ
町
出
身
の
ド
イ
ツ

文
学
者
で
『
漱
石
全
集
』
を
編
集
す

る
小
宮
豊
隆
、
小
説
家
の
内
田
百
閒
、

若
く
は
芥
川
龍
之
介
な
ど
が
「
木
曜

会
」
と
呼
ば
れ
る
面
会
日
に
集
ま
り

ま
し
た
。
企
画
展
で
は
、
〈
漱
石
山

脈
〉
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
豊
か
な
交

流
に
も
注
目
し
ま
す
。

○
み
ど
こ
ろ

　
「
私
は
其
人
を
常
に
先
生
と
呼
ん

で
い
た
」
と
い
う
有
名
な
書
き
出
し

で
始
ま
る
『
こ
こ
ろ
』
の
直
筆
原
稿

や
、
漱
石
山
房
で
使
わ
れ
た
愛
用
の

文
具
、
あ
た
た
か
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
書
簡
な
ど
、
お
よ
そ
１
５
０
点

を
展
示
し
ま
す
。

　
漱
石
は
書
画
も
多
く
残
し
て
い
ま

す
が
、
例
え
ば
掲
出
の
「
達
磨
渡
江

図
」―

―

「
一
体
先
生
は
物
の
形
は

う
ま
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
言
わ
れ

た
漱
石
は
「
お
れ
の
絵
は
形
而
上
派

（
物
を
超
え
て
い
る
こ
と
）
だ
」
と

応
え
た
そ
う
で
す
。
漱
石
の
渋
面
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。
美
術
に
造
詣
の

深
い
漱
石
は
、
橋
口
五
葉
や
津
田
青

楓
な
ど
当
代
の
美
術
家
に
装
丁
を
依

頼
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
著
書
は
、

ど
れ
も
意
匠
に
凝
っ
た
美
し
い
も
の

で
す
。

　
漱
石
と
正
岡
子
規
と
の
友
情
は
有

名
で
す
が
、
今
回
は
子
規
が
ロ
ン
ド

ン
留
学
中
の
漱
石
へ
宛
て
た
最
後
の

手
紙
を
特
別
展
示
し
ま
す
。
留
学
中
、

寝
た
き
り
の
子
規
が
楽
し
み
に
待
っ

た
手
紙
を
な
か
な
か
送
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
漱
石
は
、
そ
の
死
を
悼

み
子
規
が
描
い
た
「
あ
づ
ま
菊
」
の

絵
と
一
緒
に
こ
の
手
紙
を
軸
に
表
装

し
ま
し
た
。
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
ま
だ
無
い
時
代
の
濃
密
で
細
や

か
な
友
情
を
伝
え
る
必
見
の
資
料
で

す
。

○
充
実
の
イ
ベ
ン
ト

　
恋
愛
小
説
家
と
し
て
の
漱
石
に
迫

る
開
会
記
念
講
話「
愛
を
追
う
漱
石
」

や
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
夏
目
房
之
介

さ
ん
が
祖
父
・
漱
石
を
語
る
講
演
会
、

漱
石
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
る
文
学

講
座
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
。
５
月
23
日
（
土
）
か
ら
は
、

小
倉
昭
和
館
で
森
田
芳
光
監
督
、松

田
優
作
出
演
の『
そ
れ
か
ら
』
な
ど

４
本
の
漱
石
原
作
映
画
も
協
賛
上
映

さ
れ
ま
す
。

　
春
は
眠
く
な
る
。
猫
は
鼠
を
捕
る

事
を
忘
れ
、
人
間
は
借
金
の
あ
る
事

を
忘
れ
る
。
（
『
草
枕
』
）

　
う
ら
ら
か
な
春
。
漱
石
展
の
あ
る

こ
と
は
ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
。
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日本近代文学館提供

『吾輩ハ猫デアル』（1905～07年　大倉書店・服部書店）
書肆（しょし）　吾輩堂蔵　　photo office overhaul／大塚紘雅

画「達磨渡江図(だるまとこうず)」　
県立神奈川近代文学館蔵

特
別
企
画
展 

没
後
99
年

　
　夏
目
漱
石―

　
　
　
　
　漱
石
山
房
の
日
々

文芸
hiroba 中 西　由 紀 子

北九州市立文学館　主任学芸員
Yukiko Nakanishi

ようこそ文学館へ

Information

【お問合せ】

一般500円　中高生200円　
小学生100円

【観覧料】

北九州市立文学館
093（571）1505

月曜日。５月４日は開館、５月７日休館
【休館日】
５月２日（土）～６月21日（日）
【開催期間】

没後99年
夏目漱石―漱石山房の日々

ひ
ゃっ
け
ん

け
い
じ
じ
ょ
う

じ
ゅ
う
め
ん

は
し
ぐ
ち
ご
よ
う

つ
だ
せ
い

ふ
う
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木村 健二
（飛ぶ劇場） 立石 義江 葉山 太司

（飛ぶ劇場） 宮村 耳々 渡辺 明男
（バカボンド座）

北九州芸術劇場×北九州市立美術館分館 vol.3

コ
ラ
ボ
公
演
第
３
弾
は
浮
世
絵

　
北
九
州
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る

作
品
か
ら
１
点
を
選
び
、
演
劇
作
品

を
創
作
す
る
本
企
画
。
印
象
派
、
現

代
美
術
と
来
て
、
第
３
弾
と
な
る
今

回
は
、
浮
世
絵
を
取
り
上
げ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
興
っ
た
絵
画
の
１
ジ
ャ

ン
ル
で
あ
る
浮
世
絵
は
、
人
々
の
生

活
、
地
域
の
風
俗
や
景
観
、
伝
説
や

奇
談
、
役
者
絵
や
美
人
画
と
い
っ
た

肖
像
な
ど
、
多
彩
な
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、
ま
さ
に
時
代
を
映
す
鏡
と
し

て
広
く
庶
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

大
衆
文
化
の
代
表
と
し
て
、
国
内
で

は
美
術
作
品
よ
り
も
低
く
扱
わ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
浮
世
絵
で
す
が
、

19
世
紀
に
入
り
、
日
本
か
ら
フ
ラ
ン

ス
へ
輸
出
さ
れ
た
陶
器
の
包
み
紙
に

使
わ
れ
た
浮
世
絵
が
評
判
と
な
り
、

高
値
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

浮
世
絵
の
大
家
・
葛
飾
北
斎

　
浮
世
絵
の
世
界
で
最
も
有
名
な
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
葛
飾
北
斎

（
１
７
６
０
〜
１
８
４
９
）
。
19
歳

で
勝
川
春
朗
の
名
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
を
使
い
作
品
を

発
表
し
続
け
ま
す
。
90
年
の
人
生
で

引
っ
越
し
93
回
、
改
名
約
30
回
と
い

う
変
わ
り
者
。
本
公
演
の
タ
イ
ト
ル

「
画
狂
老
人
」
は
、
北
斎
が
最
晩
年

に
使
っ
て
い
た
名
前
で
す
。
こ
の
時

北
斎
は
75
歳
。
70
代
で
《
冨
嶽
三
十

六
景
》
を
描
き
上
げ
た
北
斎
。
代
表

作
を
生
み
出
し
て
尚
、
名
を
変
え
新

た
な
作
風
に
挑
む
そ
の
姿
に
は
、
ど

こ
か
鬼
気
迫
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
酒
も
た
ば
こ
も
や
ら
ず
、
３
万

点
以
上
の
作
品
を
残
し
た
、
ま
さ
に

絵
に
生
き
た
人
生
で
し
た
。
伝
統
的

画
派
や
西
洋
画
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
常
に

新
た
な
表
現
を
目
指
し
た
北
斎
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
北
斎
の
作
品
は
、

死
後
も
現
地
で
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
そ
の
色
彩
感
覚
や
構
図
と
い
っ

た
特
徴
が
印
象
派
の
画
家
に
与
え
た

影
響
は
大
き
く
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・

フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
や
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・

マ
ネ
の
よ
う
に
、
自
身
の
作
品
の
背

景
に
浮
世
絵
を
描
い
た
り
、
浮
世
絵

の
模
写
を
残
し
た
画
家
も
い
ま
す
。

天
才
老
マ
ン
ガ
家
の
物
語

　
北
九
州
市
立
美
術
館
に
は
北
斎
の

代
表
作
《
冨
嶽
三
十
六
景
》
の
一
つ

「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
こ
の
１
枚
の
浮
世
絵
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
演
劇
作
品
の
舞
台
は
、

と
あ
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
そ
こ

で
く
す
ぶ
っ
て
い
た
老
マ
ン
ガ
家
の

作
品
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
フ
ラ

ン
ス
で
人
気
と
な
り
「
21
世
紀
の
北

斎
」
と
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に…

。

芝
居
は
、
現
代
を
生
き
る
老
マ
ン
ガ

家
を
通
し
て
北
斎
の
足
跡
を
た
ど
り
、

そ
の
作
品
が
海
外
の
ア
ー
ト
界
に
与

え
た
衝
撃
と
影
響
を
描
き
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
北
斎
の
《
冨
嶽
三
十

六
景
　
神
奈
川
沖
浪
裏
》
を
は
じ
め
、

北
九
州
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
複

数
の
浮
世
絵
を
特
別
展
示
し
、
観
劇

の
後
に
は
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

を
行
い
ま
す
。
美
術
を
テ
ー
マ
に
し

た
演
劇
と
実
際
の
作
品
を
同
時
に
鑑

賞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
そ
の
作
品
を
じ
っ
く
り

と
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
特
別
な
時

間
。
ア
ー
ト
と
演
劇
の
融
合
が
生
み

出
す
豊
か
な
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

シルバー人材センターでくすぶっていた老マンガ家がフランスで火がつき
「21世紀の北斎」と呼ばれ世界から賞賛されるようになった理由について。
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美術館で演劇×アート。
注目のコラボ公演第３弾！
浮世絵の大家・北斎の
影響と衝撃とは？

ふ
が
く

な
み

し
ゅ
ん
ろ
う
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高校演劇春フェス２０１５

　
最
近
観
た
演
劇
作
品
の
中
で
一
番

面
白
か
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
、
と
頼

ま
れ
た
ら
、
私
は
迷
わ
ず
『
生
徒
会

室
、
四
月
一
日
』
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
、
２
０
１
４
年
12
月
に
鹿

児
島
で
行
わ
れ
た
『
第
56
回
九
州
高

等
学
校
演
劇
研
究
大
会
』
で
久
留
米

市
立
南
筑
高
等
学
校
演
劇
部
が
上
演

し
た
作
品
だ
。
こ
の
大
会
は
、
い
わ

ゆ
る
〝
九
州
大
会
〞
と
呼
ば
れ
る
も

の
。
各
県
の
地
区
大
会
、
県
大
会
を

経
て
選
ば
れ
た
高
校
が
競
演
す
る
。

南
筑
高
校
は
惜
し
く
も
全
国
大
会
出

場
権
を
得
ら
れ
る
最
優
秀
賞
こ
そ
逃

し
た
も
の
の
、
優
秀
賞
を
受
賞
。
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
『
第
九
回

春
季
全
国
高
等
学
校
演
劇
研
究
大
会

（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
）
』

に
出
場
し
た
。

　
『
生
徒
会
室
、
四
月
一
日
』
は
顧

問
の
高
場
光
春
先
生
と
演
劇
部
の
共

同
創
作
作
品
。
入
学
式
を
前
に
し
た

生
徒
会
室
を
舞
台
に
、
い
つ
も
嘘
を

つ
い
て
生
徒
を
け
む
に
巻
い
て
い
る

「
ワ
タ
ヌ
キ
先
生
」
と
、
先
生
に
翻

弄
さ
れ
て
右
へ
左
へ
と
大
騒
ぎ
を
繰

り
広
げ
る
生
徒
会
役
員
た
ち
を
描
い

た
上
質
な
コ
メ
デ
ィ
作
品
だ
。〝
嘘
〞

と
い
う
劇
的
な
武
器
を
フ
ル
活
用
し
、

登
場
人
物
が
だ
ま
さ
れ
た
り
、
観
客

が
だ
ま
さ
れ
た
り
、
舞
台
と
客
席
が

一
体
と
な
っ
て
実
に
濃
密
な
１
時
間

を
駆
け
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
劇

作
家
と
し
て
も
「
こ
ん
な
脚
本
を
書

い
て
み
た
い
」
と
嫉
妬
心
を
覚
え
る

く
ら
い
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
作
品
だ
っ

た
。

　
２
０
１
４
年
度
の
九
州
大
会
で
は
、

他
に
も
上
質
な
作
品
が
多
く
上
演
さ

れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
数
本
を
北
九

州
で
も
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
５
月

４
日
と
５
日
、
北
九
州
芸
術
劇
場
小

劇
場
で
行
わ
れ
る
『
高
校
演
劇
春
フ

ェ
ス
２
０
１
５
』
だ
。

　
こ
れ
は
、
も
と
も
と
北
九
州
地
区

の
演
劇
部
の
幾
つ
か
が
集
ま
っ
て
行

っ
て
い
た
合
同
発
表
会
を
、
北
九
州

芸
術
劇
場
の
協
力
を
得
て
進
化
発
展

さ
せ
た
も
の
だ
。
小
劇
場
で
の
作
品

上
演
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
実
践

的
に
舞
台
技
術
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
始
め
た
そ
う
だ
。
現
在
で
は
、
大

会
の
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
ず
（
大
会
で

は
上
演
時
間
は
１
時
間
以
内
。
仕
込

み
の
時
間
も
極
端
に
短
い
の
で
、
あ

る
程
度
舞
台
装
置
を
簡
略
化
せ
ざ
る

を
得
な
い
）
、
ま
た
〝
審
査
〞
と
い

う
縛
り
を
意
識
し
な
い
自
由
な
作
品

創
作
を
行
い
、
４
月
か
ら
初
め
て
高

校
演
劇
に
触
れ
る
新
入
部
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
目
的
で
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　
作
品
上
演
に
先
駆
け
て
、
２
日
間

劇
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
テ
ク
ニ
カ
ル
を

学
ぶ
。
そ
の
後
５
月
４
日
と
５
日
が

成
果
発
表
と
し
て
の
作
品
上
演
日
と

な
り
、
入
場
無
料
で
一
般
公
開
さ
れ

る
。
今
年
の
参
加
校
は
、
小
倉
高
校
、

中
間
高
校
、
中
村
学
園
女
子
高
校
、

そ
し
て
、
九
州
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
２
０
１
５
年
夏
に
全
国
大

会
に
出
場
予
定
の
大
分
豊
府
高
校
。

　
こ
の
大
分
豊
府
高
校
が
九
州
大
会

で
上
演
し
た
『
う
さ
み
く
ん
の
お
姉

ち
ゃ
ん
』
が
、
人
と
会
話
す
る
の
が

極
端
に
苦
手
な
男
子
生
徒
を
め
ぐ
る

心
温
ま
る
快
（
怪
？
）
作
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
〝
報
道
の
自
由
〞
と
い

う
社
会
的
問
題
を
実
に
う
ま
く
高
校

生
の
日
常
生
活
に
落
と
し
込
ん
で
描

い
た
中
間
高
校
の『
ペ
ン
と
ケ
ン
と
』

も
興
味
深
い
作
品
だ
。
ま
た
、
小
倉

高
校
、
中
村
学
園
女
子
高
校
も
こ
だ

わ
り
の
作
品
創
り
に
定
評
の
あ
る
高

校
。
魅
力
的
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
。

　
い
わ
ゆ
る
〝
プ
ロ
〞
が
高
校
生
を

使
っ
て
創
る
作
品
は
世
に
数
多
く
存

在
す
る
。
そ
の
多
く
が
お
祭
り
騒
ぎ

効
果
で
高
校
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
花

火
の
よ
う
に
爆
発
さ
せ
て
い
て
、
そ

れ
は
そ
れ
で
魅
力
的
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
先
生
と
生
徒
が
じ
っ
く
り
と

話
し
合
い
、
生
徒
が
大
人
の
操
り
人

形
で
は
な
い
状
態
で
舞
台
に
立
っ
て

い
る
作
品
は
、
見
て
い
て
心
地
良
い

と
私
は
思
う
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
時
点
で
は
、
上
演
順
な
ど
は
未

定
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ
詳
細
情
報
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
時
間
が
あ
る
方
は
、
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
た
い
。

み

み

ほ
ん

ろ
う
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コ
ラ
ボ
公
演
第
３
弾
は
浮
世
絵

　
北
九
州
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る

作
品
か
ら
１
点
を
選
び
、
演
劇
作
品

を
創
作
す
る
本
企
画
。
印
象
派
、
現

代
美
術
と
来
て
、
第
３
弾
と
な
る
今

回
は
、
浮
世
絵
を
取
り
上
げ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
興
っ
た
絵
画
の
１
ジ
ャ

ン
ル
で
あ
る
浮
世
絵
は
、
人
々
の
生

活
、
地
域
の
風
俗
や
景
観
、
伝
説
や

奇
談
、
役
者
絵
や
美
人
画
と
い
っ
た

肖
像
な
ど
、
多
彩
な
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、
ま
さ
に
時
代
を
映
す
鏡
と
し

て
広
く
庶
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

大
衆
文
化
の
代
表
と
し
て
、
国
内
で

は
美
術
作
品
よ
り
も
低
く
扱
わ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
浮
世
絵
で
す
が
、

19
世
紀
に
入
り
、
日
本
か
ら
フ
ラ
ン

ス
へ
輸
出
さ
れ
た
陶
器
の
包
み
紙
に

使
わ
れ
た
浮
世
絵
が
評
判
と
な
り
、

高
値
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

浮
世
絵
の
大
家
・
葛
飾
北
斎

　
浮
世
絵
の
世
界
で
最
も
有
名
な
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
葛
飾
北
斎

（
１
７
６
０
〜
１
８
４
９
）
。
19
歳

で
勝
川
春
朗
の
名
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
を
使
い
作
品
を

発
表
し
続
け
ま
す
。
90
年
の
人
生
で

引
っ
越
し
93
回
、
改
名
約
30
回
と
い

う
変
わ
り
者
。
本
公
演
の
タ
イ
ト
ル

「
画
狂
老
人
」
は
、
北
斎
が
最
晩
年

に
使
っ
て
い
た
名
前
で
す
。
こ
の
時

北
斎
は
75
歳
。
70
代
で
《
冨
嶽
三
十

六
景
》
を
描
き
上
げ
た
北
斎
。
代
表

作
を
生
み
出
し
て
尚
、
名
を
変
え
新

た
な
作
風
に
挑
む
そ
の
姿
に
は
、
ど

こ
か
鬼
気
迫
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
酒
も
た
ば
こ
も
や
ら
ず
、
３
万

点
以
上
の
作
品
を
残
し
た
、
ま
さ
に

絵
に
生
き
た
人
生
で
し
た
。
伝
統
的

画
派
や
西
洋
画
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
常
に

新
た
な
表
現
を
目
指
し
た
北
斎
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
北
斎
の
作
品
は
、

死
後
も
現
地
で
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
そ
の
色
彩
感
覚
や
構
図
と
い
っ

た
特
徴
が
印
象
派
の
画
家
に
与
え
た

影
響
は
大
き
く
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・

フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
や
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・

マ
ネ
の
よ
う
に
、
自
身
の
作
品
の
背

景
に
浮
世
絵
を
描
い
た
り
、
浮
世
絵

の
模
写
を
残
し
た
画
家
も
い
ま
す
。

天
才
老
マ
ン
ガ
家
の
物
語

　
北
九
州
市
立
美
術
館
に
は
北
斎
の

代
表
作
《
冨
嶽
三
十
六
景
》
の
一
つ

「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
こ
の
１
枚
の
浮
世
絵
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
演
劇
作
品
の
舞
台
は
、

と
あ
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
そ
こ

で
く
す
ぶ
っ
て
い
た
老
マ
ン
ガ
家
の

作
品
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
フ
ラ

ン
ス
で
人
気
と
な
り
「
21
世
紀
の
北

斎
」
と
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に…

。

芝
居
は
、
現
代
を
生
き
る
老
マ
ン
ガ

家
を
通
し
て
北
斎
の
足
跡
を
た
ど
り
、

そ
の
作
品
が
海
外
の
ア
ー
ト
界
に
与

え
た
衝
撃
と
影
響
を
描
き
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
北
斎
の
《
冨
嶽
三
十

六
景
　
神
奈
川
沖
浪
裏
》
を
は
じ
め
、

北
九
州
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
複

数
の
浮
世
絵
を
特
別
展
示
し
、
観
劇

の
後
に
は
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

を
行
い
ま
す
。
美
術
を
テ
ー
マ
に
し

た
演
劇
と
実
際
の
作
品
を
同
時
に
鑑

賞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
そ
の
作
品
を
じ
っ
く
り

と
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
特
別
な
時

間
。
ア
ー
ト
と
演
劇
の
融
合
が
生
み

出
す
豊
か
な
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

シルバー人材センターでくすぶっていた老マンガ家がフランスで火がつき
「21世紀の北斎」と呼ばれ世界から賞賛されるようになった理由について。

25
北九州芸術劇場

画狂老人＠北斎

岩　本　史　緒宣伝営業課 広報係 Fumiwo Iwamoto

美術館で演劇×アート。
注目のコラボ公演第３弾！
浮世絵の大家・北斎の
影響と衝撃とは？

ふ
が
く

な
み

し
ゅ
ん
ろ
う



北九州芸術劇場
特集

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ

漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ
音楽｜いろはにぴあの

美術｜美術館へ行こう！
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